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は じ め に

志 木 市 教 育 委 員 会
教 育 長   白 砂  正 明

　ここに刊行する『城山遺跡第 72 地点　埋蔵文化財発掘調査報告書』は、平成 23 年度に受

託事業として、教育委員会が発掘調査を実施した成果をまとめたものです。

　城山遺跡については、今までの調査成果から、旧石器時代から縄文時代、弥生時代、古墳時

代、奈良・平安時代、中世・近世、近代までの幅広い時代にわたる複合遺跡であることが判明

しています。

　遺跡内には、市指定文化財の「城山貝塚」、大石信濃守の居城跡と考えられる「柏の城」を

はじめ、日本最古の土器群に位置付けられる「爪形文系土器」が発見されるなど、注目を浴び

ています。

　さて、今回報告する第 72 地点の調査成果ですが、縄文時代の土坑が１基、古墳時代後期か

ら平安時代にかけての住居跡が４軒、中世以降の土坑が 14 基、井戸跡が１基、溝跡が４条の

遺構が検出されました。遺物は縄文時代の土器・石器、弥生時代後期から古墳時代前期にかけ

ての土器、古墳時代後期から平安時代にかけての須恵器・土師器・石製品・金属製品、中世以

降の陶器・磁器・土器・金属製品など多種多様なものが出土しました。また、縄文時代中期以

降に埋没した谷の様相も明らかになり、当時の地形的環境を知る上においても、貴重な発見が

ありました。

　以上のように、私たちが生活を営んでいる足下には、古の人々が力強く生きた痕跡を示す遺

構や遺物が存在し、この脈々とした歴史の上に現在の志木市や私たちの存在があるといえま

す。今回の調査成果を記した本書が、郷土の歴史研究のために広く役に立てられることを切に

願うものです。

　最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた土木工事主体者

及び土地所有者、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対

し、心から感謝申し上げる次第です。



例 言

１．本書は、平成 23年度に発掘調査を実施した、埼玉県志木市に所在する城山遺跡第 72地点の発掘

調査報告書である。

２．発掘調査は、共同住宅建設に伴う記録保存のための発掘調査として、工事主体者である個人から委	

託を受け、志木市教育委員会が調査主体者として実施した。

３．発掘調査の実施にあたり、大成エンジニアリング株式会社（代表取締役　古川健）に支援業務を委	

託した。

４．発掘作業は平成 23年６月６日から７月 15日まで行い、整理作業・報告書作成は平成 23年７月	

18 日から平成 24年３月 31日まで大成エンジニアリング府中事務所で行った。

５．本書は尾形則敏・徳留彰紀が監修し、編集は大成エンジニアリング株式会社	村上孝司の指示を受け

た青池紀子が行った。執筆は第１章第１節を尾形則敏、第２章第１節を徳留彰紀、それ以外を村上	

が担当した。

６．整理作業は遺構を村上、平安時代までの遺物を青池、中世以降の遺物を原みちるが担当した。平安

時代までの遺物観察表は青池、中世以降の遺物観察表は原が作成した。

７．本書の写真は遺構を村上・青木雄大が、遺物を山嵜裕子が撮影した。

８．自然科学分析については、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、その結果を第４章に掲載した。

９．調査の資料は志木市立埋蔵文化財保管センターが保管している。

10．調査において、以下の項目を委託した。

	 土工事（表土掘削・埋め戻し）：有限会社久松興業

	 基準点測量：中央航業株式会社

11．各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である（敬称略）。

	 埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団・朝霞市教育委員

会・朝霞市博物館・新座市教育委員会・和光市教育委員会・富士見市教育委員会・富士見市立水子貝

塚資料館

	 江原　順	 ・	 加藤秀之	・	 川畑隼人	・	 隈本健介	・小出輝雄	・斉 藤 　 純 	・斉藤欣延	・

	 斯波　治	 ・鈴木一郎	・高崎直成	・田中広明	・照林敏郎	・中岡貴裕	 ・野沢　均	・

早坂廣人	 ・	 堀　善之	・前田秀則	・松本富雄	・柳井章宏	・山本　龍	 ・和田晋治	・

渡辺邦仁	



12．調査組織は以下の通りである。

 【志木市教育委員会組織】

 調 査 主 体 者 志木市教育委員会

 教 育 長 白 砂 正 明 （平成 20 年４月～）

 教 育 政 策 部 次 長  丸 山 秀 幸（平成 23 年４月～）

 生 涯 学 習 課 長 土 岐 隆 一（平成 21 年４月～）

 生 涯 学 習 課 主 幹 松 井 俊 之（平成 23 年１月～）

 生 涯 学 習 課 主 査 尾 形 則 敏（平成 21 年４月～）

 生 涯 学 習 課 主 任 松永真知子（平成 18 年４月～）

 〃  武井香代子（平成 22 年４月～）

 生 涯 学 習 課 主 事 徳 留 彰 紀（平成 22 年４月～）

 志木市文化財保護審議会 神 山 健 吉 （会長）

  井 上 國 夫・高 橋 長 次・高 橋 　 豊・内 田 正 子（委員）

 【大成エンジニアリング株式会社埋蔵文化財調査部組織】

 調 査 部 門 長 河 野 一 也 調 査 員 青 木 雄 大

 調 査 課 長 堀 苑 孝 志  粕 谷 　 隆

 工務課長代理 浅 見 克 己  青 池 紀 子

 主 任 調 査 員 村 上 孝 司  山 内 淳 司

 発掘作業参加者

  石 井 加 代・稲 川 伸 子・内 村 一 洋・木 村 　 充・佐久間正崇・清 水 吉 光・鈴 木 勝 弘・

  瀬 戸 宏 征・田 浦 　 泉・堤 　 亮 太・永 吉 峰 子・並 木 智 子・野 間 利 恵・橋本美奈子・

  松 尾 貴 弘・宮 前 安 彦

 整理作業参加者

  山 嵜 裕 子・原 み ち る

  東 　 早 花・加 藤 宏 美・上 條 房 善・佐 藤 健 介・末 松 　 宏・中 村 君 江・長 谷 明 美・

  柳田美須穂・山 下 圭 子・山 下 賢 一・吉 岡 理 香

13．本報告に係る文化財保護法に基づく通知等については下記のとおりである。

 周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知）／平成 23 年６月 10 日付け

 教生文 第４－ 235 号

 埋蔵文化財包蔵地の変更増補及び周知について（通知）／平成 23 年８月 10 日付け

　教生文 第 9 － 52 号

 埋蔵物の文化財認定について（通知）／平成 23 年９月２日付け　教生文 第７－ 161 号



凡 例

１．本書で使用した地図は、下記地形図・地図を基に作成した。

 ・「志木市全図」アジア航測株式会社調製

 ・「明治前期・昭和前期東京都市地図２東京北部」貝塚爽平監修、清水靖夫編集、柏書房株式会社発

 　行　1996 年

２．本書の国家座標、緯度、経度は世界測地系に則している。

３．挿図の縮尺は各挿図に示した。

４．平面図の方位は真北を示す。

５．標高はＴ . Ｐ．（東京湾中等潮位）を採用した。遺構実測図中の数値はセクション図の水糸レベルを

 示す。

６．遺構平面図と遺物実測図中のトーンおよび記号は以下の通りである。

　・地山：

　・カマド・炉・焼土範囲：

　・カマド（粘土範囲）、赤色塗彩の土器（赤彩部分）：

　・硬化面範囲：

　・繊維土器： 

　・石器磨痕：

　・撹乱範囲：

　上記以外は各図にその内容を示す。

７．遺物拓影図は、縄文土器は向かって左に外面を、右に内面を示し、それ以外の遺物拓影図は向かっ　 

て左に内面を、右に外面を示した。ただし、外面のみの場合には、向かって左に外面を、内面のみの

場合には、向かって右に内面を示した。底面は下に示した。

８．遺構覆土・土器の色調は『新版標準土色帖』2008 年度版（小山正忠・竹原秀雄・著者、農林水産 

省農林水技術会議事務所監修、財団法人日本色彩研究所色票監修、日本色研事業株式会社発行）を 

参考した。

９．写真図版の縮尺は不同である。

10．遺構の略記号は以下の通りである。

 Ｈ＝古墳時代後期～平安時代の住居跡　Ｄ＝土坑　Ｗ＝井戸跡　Ｍ＝溝跡

　ＮＲ＝埋没谷　Ｐ＝ピット

11．引用・参考文献は、第４章を除き巻末に一括掲載した。
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	 ４．822 号土坑（南から）　５．823 号土坑（西から）　６．824 号土坑（西から）

	 ７．825 号土坑（西から）　８．827 号土坑（南から）

図版４ 	１．828 号土坑（東から）　２．829 号土坑（西から）　３．831 号土坑（東から）

	 ４．40号井戸跡（南から）　５．54・55号溝跡（西から）

	 ６．56号溝跡硬化面１検出状態（南東から）　７．56号溝跡硬化面２検出状態（南東から）

	 ８．56号溝跡硬化面２検出状態（北西から）

図版５ 	１．埋没谷（北から）　２．埋没谷南壁断面（北から）

図版６ 	１．調査区東側全景（南西から）　２．調査区西側全景（北から）

図版７ 	１．埋没谷出土遺物

図版８ 	１．遺構外出土遺物　２．277 号住居跡出土遺物

図版９ 	１．279 号住居跡出土遺物　３．280 号住居跡出土遺物　３．遺構外出土遺物

図版 10	 １．820 号土坑出土遺物　２．822 号土坑出土遺物　３．87号ピット出土遺物　

	 ４．遺構外出土遺物

図版 11	 １．重鉱物・火山ガラス　



№ 		遺 跡 名		 遺跡の規模 地 目 遺跡の種類	 遺 跡 の 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

2 中 野 63,010 ㎡ 畑・宅地 集落跡
旧石器、縄 ( 早～晩 )、
弥 ( 後 )、古 ( 前～後 )、
平、中・近世

石器集中地点、住居跡、土坑、
井戸跡、溝跡等

石器、縄文・弥生土器、土
師器、須恵器、陶磁器等

3 城 山 79,360 ㎡ 	畑・宅地 城館跡・集
落跡

旧石器、縄(草創～晩)、
弥 ( 後 )、古 ( 前～後 )、
奈・平、中・近世

石器集中地点、住居跡、土坑、
土坑墓、地下室、井戸跡、溝
跡、柏城跡関連、鋳造関連等

石器、縄文・弥生土器、土
師器、須恵器、陶磁器、古
銭、鋳造関連遺物等

5 中 道 50,500 ㎡ 畑・宅地 集落跡・墓
跡

旧石器、縄 ( 早～後 )、
弥 ( 後 )、古 ( 前～後 )、
平、中・近世

石器集中地点、住居跡、土坑、
方形周溝墓、土坑墓、地下式
坑、溝跡、道路状遺構等

石器、縄文土器、土師器、
須恵器、陶磁器、古銭、人
骨等

6 塚の山古墳 800 ㎡ 林 古墳？ 古			墳？ 古			墳？ なし

7 西 原 大 塚 163,930 ㎡ 畑・宅地 集落跡・墓
跡

旧石器、縄 ( 前～晩 )、
弥 ( 後 )、古 ( 前・後 )、
奈・平、中・近世	

石器集中地点、住居跡、土坑、
方形周溝墓、井戸跡、溝跡等

石器、縄文・弥生土器、土
師器、須恵器、陶磁器、古
銭等

8 新 邸	 16,400 ㎡ 畑・宅地 貝塚・集落
跡・墓跡

縄 ( 早～中 )、古 ( 前・
後 )、中・近世、近代																					

貝塚、住居跡、土坑、方形周
溝墓、井戸跡、溝跡、段切状
遺構、ピット群等

石器、貝、縄文・弥生土
器、土師器、陶磁器、古
銭等

9 城 山 貝 塚 900 ㎡ 林 貝　塚 縄 ( 前 ) 斜面貝塚 石器、縄文土器、貝

10 田 子 山 65,000 ㎡ 畑・宅地 集落跡・墓
跡

縄(草創～晩)、弥(後)、
古 ( 後 )、奈・平、中・
近世、近代

住居跡、土坑、方形・円形周
溝墓、ローム採掘遺構、溝跡
等

縄文・弥生土器、土師器、
須恵器、陶磁器、炭化種
子等

11 富 士 前 7,100 ㎡ 宅　地 集落跡 弥 ( 後 ) ～古 ( 前 ) 住居跡 弥生土器、土師器
12 馬 場 2,800 ㎡ 畑 集落跡 古 ( 前 ) 住居跡？ 土師器
13 関根兵庫館跡 4,900 ㎡ グラウンド 館		跡 中世	 不明 なし
14 宿 7,700 ㎡ 田	 館		跡 中世	 溝跡・井桁状構築物	 木・石製品

15 市 場 裏 13,800 ㎡ 宅　地 集落跡・墓
跡

弥 ( 後 ) ～古 ( 前 )、中
世以降 住居跡・方形周溝墓・土坑 弥生土器、土師器、かわ

らけ
16 大 原 1,700 ㎡ 宅　地 不		明 近世以降？ 溝跡 なし

合　　　計 477,900 ㎡ 					 					 					 					 					
			平成 23 年 6月 30日	現在
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第 1表　志木市埋蔵文化財包蔵地一覧

第 1節　市域の地形と遺跡

（ 1 ） 地理的環境と遺跡分布
　志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市の北東は荒川を隔だててさいたま市に、北西は柳瀬川と隔て

て富士見市・三芳町に、南西は朝霞市・新座市に接する。市の規模は東西 4.73㎞、南北 4.71㎞、面積

9.06㎞2、人口約７万人で水と緑が豊かな都市である。

　地理的景観を眺めてみると、市域東部の宗岡地区は、荒川（旧入間川）の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流する

柳瀬川の３本の川が流れている。

　こうした自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、柳瀬川・新河岸川右岸流域の台地縁辺部に帯状に分

布している。遺跡は柳瀬川上流から順に、西
にしはらおおつか

原大塚遺跡（７）、新
あらやしき

邸遺跡（８）、中
なかみち

道遺跡（５）、城
しろやま

山遺

跡（３）、中
な か の

野遺跡（２）、市
いちばうら

場裏遺跡（15）、田
た ご や ま

子山遺跡（10）、富
ふ じ ま え

士前遺跡（11）、大
おおはら

原遺跡（16）

と名付けられている。また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬
ば ん ば

場遺跡（12）、宿
しゅく

遺跡（14）、

関
せきねひょうごやかたあと

根兵庫館跡（13）のように自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな遺

跡が相次いで発見される可能性がある。なお、現在市内の遺跡総数は、前述した 12遺跡に塚
つか

の山
やま

古墳
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（６）、城
しろやま

山貝塚（９）を加えた 14 遺跡である（第 1 図）。

（ 2 ） 歴史的環境
　次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

１．旧石器時代
　旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野・城山・中道・西原大塚遺跡で確認されている。

　中道遺跡では、昭和 62（1987）年の富士見・大原線（現ユリノキ通り）の工事に伴う発掘調査によ

り、立川ローム層のⅣ層上部・Ⅵ層・Ⅶ層で文化層が確認されており、礫群、石器集中地点が検出され

ている。これにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発

見されている。

　西原大塚遺跡では、西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されてい

る。石器集中地点は、平成６（1994）年度には２ヶ所、平成７（1995）年度には１ヶ所が検出され、

ナイフ形石器・剥片などが発見されている。

　平成 11 ～ 14（1999 ～ 2002）年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第 49 地点からも立川

ローム層の第Ⅳ層下部から、黒曜石・頁岩の石核・剥片が約 60 点出土している。

　平成 13（2001）年に発掘調査が実施された城山遺跡第 42 地点では、立川ローム層の第Ⅳ層上部と

第Ⅶ層の２ヶ所で石器集中地点が確認され、黒曜石・安山岩・チャート・頁岩などの抉入石器・剥片な

ど 32 点が出土している。

２．縄文時代
　縄文時代では、西原大塚遺跡を中心に中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉（諸磯式期）の住居跡や土器がやや多く検出される傾向にある。

　ここでは、時代の推移に従って説明することにする。まず、草創期では、平成４（1992）年に発掘調

査が実施された城山遺跡第 16 地点から爪形文系土器１点、平成６（1994）年に発掘調査が実施された

城山遺跡第 21 地点から多縄文系土器３点、第 22 地点から爪形文系土器１点、平成 10（1998）年に発

掘調査が実施された田子山遺跡第 51 地点から有茎尖頭器１点が出土している。

　早期では、遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、平成 18（2006）年に発掘調査が実施され

た中道遺跡第 65 地点で検出された早期末葉（条痕文系）の 10 号住居跡１軒が最古のものと言える。土

器としては、田子山遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が出土しているが、御嶽神社を中心とする東

側でやや多く出土する傾向がある。また、富士前・新邸・城山遺跡からは、撚糸文系土器が数点出土し、

条痕文系土器は、中野・田子山遺跡では炉穴に伴い出土している。

　前期では、西原大塚・新邸遺跡で住居跡（黒浜式期）、城山遺跡では住居跡３軒（諸磯式期）が検出さ

れている。そのうち、新邸遺跡のものは貝層をもつ住居跡である。また、平成２（1990）年度に市指定

文化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。

　中期になると遺跡が最も増加する。特に、中期中葉から後葉の勝坂式～加曾利Ｅ式期にはその傾向が

強くなり、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で住居跡を中心に土坑が検出されている。特に西

原大塚遺跡では、現時点で 160 軒以上の住居跡が環状に配置していることが判明しつつある。

　中期末葉からは遺跡が減少し、現在のところ西原大塚遺跡から敷石をもつ住居跡が１軒確認されるの

―2―

第 1章 遺跡の立地と環境



隅
田
川

入
間

川

入
間

川

荏原台

淀橋台

豊島台
本郷台

成増台

金子台
所沢台

草花丘陵

高麗丘陵

毛呂山丘陵

阿須山丘陵

加住丘陵

入間台地

朝霞台

秋留台地

日野台地

狭山丘陵

荏原台

淀橋台

豊島台
本郷台

成増台

金子台
所沢台

草花丘陵

高麗丘陵

毛呂山丘陵

阿須山丘陵

加住丘陵

入間台地

朝霞台

秋留台地

日野台地

狭山丘陵

関東山地

武蔵野台地

東京低地
下総台地

東京湾多摩丘陵

川越台地

大宮台地

中
川

江
戸
川

荒川低地

荒川

多摩川

東京

さいたま

関東山地

武蔵野台地

東京低地
下総台地

東京湾多摩丘陵

川越台地

大宮台地

中
川

江
戸
川

荒川低地

荒川

多摩川

東京

さいたま
調査地点調査地点

地形模式図（S=1/600,000）

０ 10km

丘陵地

山地

下末吉段丘

武蔵野段丘M

立川段丘

沖積低地

埋立地

小原台砂礫

武蔵野段丘M1

武蔵野段丘M2

武蔵野段丘M3

第 1図 市域の地形と遺跡分布（１／ 20,000・１／ 600,000）
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みである。

　後期では、西原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡１軒と加曾利Ｂ式期の住居跡１軒、遺物集中地点１ヶ

所が検出されている。また、その他の遺構としては、平成６（1994）年に発掘調査が実施された田子山

遺跡第 31 地点で、土坑１基が検出され、下層から称名寺Ⅰ式期の土器、上層からⅡ式の特徴を持つ土

器が出土している。西原大塚遺跡第 54 地点でも２基の土坑が検出されている。

　晩期では、中野・田子山遺跡から安行ⅢＣ式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降市

内では弥生時代後期まで空白の時代となる。

３．弥生時代～古墳時代前期
　弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡は検出されていないが、後期末葉から古墳時代前期

と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成６（1994）年に発掘調査が実施された田子山

遺跡第 31 地点の 21 号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡からは、多数の土器を

はじめ、大量の炭化種子（イネ・アワ・ダイズなど）、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上で重

要である。富士前遺跡では、『志木市史』にも掲載されているが、不時の発見に伴い、籠目痕をもつ壷形

土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

　西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が 550 軒以上確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明している。特に、122 号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象った思

われる動物型土製品が出土している。

　昭和 62（1987）年以降、西原大塚・田子山・市場裏遺跡の３遺跡において、方形周溝墓が検出され

てきたが、最新では、平成 15（2003）年に発掘調査が実施された新邸遺跡第８地点と平成 18（2006）

年に実施された中道遺跡第 65 地点でも、それぞれ１基が確認されている。これにより当時の墓域が、集

落と単位的なまとまりをもって存在することが明らかになってきたと言えるだろう。

　市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、10 号方形周溝墓の溝底から一括出土

した中に畿内系の庄内式の長脚高坏が出土していることに注目される。また、平成 11（1999）年に発

掘調査が実施された西原大塚遺跡第 45 地点では、一辺 20 ｍを超える市内最大規模の 17 号方形周溝墓

が発見されている。この方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土器をはじめ、畿内系の有段口縁壷、吉ヶ

谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の３要素の特徴を示す壷が出土している。

　こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、当地域の弥生時代後期から古墳時

代前期の歴史を紐解く手がかりになったことは重要である。

４．古墳時代中・後期
　古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡に隣

接する新邸遺跡で検出されている第２地点の１号住居跡と平成 15（2003）年に発掘調査が実施された

第８地点の２～８号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。この

ことから新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡から継続して広がった集落跡ではない

かと推測される。

　中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が発見されている。その中でも、平成７（1995）

年に発掘調査が実施された中道遺跡第 37 地点 19 号住居跡は、５世紀中葉に比定され、カマドをもつ住
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居跡としては市内最古のものである。

　５世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に６世紀後半から７世紀後半にかけては、縄文中期

を超えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い５

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、６世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。

　なお、新邸遺跡では第８地点で初めて古墳時代後期（７世紀中葉）の住居跡が１軒検出されている。

この住居跡は、３× 3.5 ｍの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土器・炭化

材の他ベンガラ塊が出土している。

　現在、５世紀後半から７世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で

200 軒を越え、次いで中野遺跡で約 50 軒、中道遺跡で約 15 軒、田子山遺跡で約 10 軒、新邸遺跡で１

軒を数える。

　また住居跡以外では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された田子山遺跡第 24 地点から、６世紀

後半以降のものと考えられる 4.1 × 4.7 ｍの不整円形で２ヶ所にブリッジをもつ小型の円形周溝墓が１

基確認されている。さらに、平成 14（2002）年に発掘調査された田子山遺跡第 81 地点を契機に御嶽

神社を取り囲むように外周で推定約 33 ｍの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝

ではないかと考えられている。

５．奈良・平安時代
　奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、現在のとこ

ろ、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡はこの時代

を代表とする遺跡として挙げることができる。城山遺跡では、平成８（1996）年に発掘調査が実施され

た第 35 地点の 128 号住居跡から、印面に「冨」１文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、こ

れは県内でも稀少な例で貴重な資料である。この住居跡からはその他、須恵器坏や猿投産の緑釉陶器の

小破片１点、布目瓦の小破片２点などが出土している。最新では、平成 20 ～ 21（2008 ～ 2009）年の

城山遺跡第 62 地点の調査により、平安時代の住居跡から皇朝十二銭の一つである富寿神寶 ( ふじゅしん

ぽう ) が２枚出土しており、県内でも重要な発見につながっている。

　田子山遺跡では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された第 24 地点からは、住居跡の他、掘立柱

建築遺構・溝跡そして 100 基を越える土坑群が検出されている。平成６（1994）年に発掘調査が実施

された第 31 地点の 44 号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞆が出土している。さらにカマドに

右横の床面上からは、東金子窯跡群の前内出製品と鳩山製品の須恵器坏が１点ずつ出土し、土器編年の

基本資料として貴重であると言える。

６．中・近世
　中・近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵庫

館・宿遺跡が代表される遺跡と言える。

　城山遺跡では、数次にわたる発掘調査により、『舘
たてむらきゅうき

村旧記』（註１）にある「柏之城落城後の屋敷割の図」

に相当する堀跡などが多数発見されている。最新では、『廻
かいこくざっき

回雑記』（註２）に登場する「大
おおいししなののかみのやかた

石信濃守館」

が「柏の城」に相当し、「大
おおつかじゅうぎょくぼう

塚十玉坊」についても市内の「大塚」に由来があるという説が有力と言える
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であろう（神山　1988・2002）。また、平成７（1995）年に発掘調査が実施された第 29 地点の 127

号土坑からは、馬の骨が検出されている。この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子（イネ・

オオムギ・コムギなど）も出土しており、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のよう

なものであるという分析結果が報告されている。さらに、第 35 地点では、鋳造関連の遺構も検出され

ている。130 号土坑については鋳造遺構、134 号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大量

の鉄滓（スラッグ）、鋳型、三叉状の土製品、砥石などが出土している。また平成 13 年の第 42 地点か

らは、多くの土坑・地下室・井戸跡が検出される中、234 号土坑から、鉄鍋の完形品が出土したことは

特筆すべきである。この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏せてある状況で出土しており、「鍋被り葬」と呼ばれ

る風習が志木市でも実在していた可能性が高い。

　平成 11 ～ 14（1999 ～ 2002）年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第 49 地点からは、頭を

北に向け横臥屈葬された人骨を出土した 67 号土坑が検出されている。その他、ピット列・土坑・溝跡

などが検出されていることから、この一帯が『舘村旧記』に記載がある「村中の墓場」関連に相当する

施設ではないかと考えられる。

　中道遺跡では、昭和 62（1987）年の第２地点から人骨を伴う地下式坑、掘立柱建築遺構が検出され、

平成７（1995）年の中道遺跡第 37 地点からは、人骨と古銭５枚を出土した土坑墓１基と 13 世紀に比

定される青磁盤１点を出土した道路状遺構１条が検出されている。

　新邸遺跡では、昭和 60（1985）年の第１地点から段切状遺構の平場から多数の土坑・地下式坑が検

出され、平成 15（2003）年の新邸遺跡第８地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓２基が検出されて

いる。おそらく、この新邸遺跡から中道遺跡一帯は、『舘村旧記』に記載がある「大塚千手堂」であり、

古くは天台宗の「七堂大伽藍」を誇る「松
しょうりんざんかんのんじだいじゅいん

林山観音寺大受院」関連遺構として、今後は体系的な究明が

必要とされるであろう。

７．近世以降
　近世以降の遺跡では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された田子山遺跡第 31 地点から、敷島神

社境内に存在する富士塚の築造（明治２～５年）に関連するローム採掘遺構が検出されている。この遺

構の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われて

いたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える。

　平成 15（2003）年の新邸遺跡第８地点からは、野火止用水跡が検出され、市内初の発掘調査例となっ

た。用水路の基盤面からは水付きの銹着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。

［註］

註１　『舘村旧記』は、舘村（現在の志木市柏町・幸町・館）の名
な ぬ し み や は ら な か え も ん な か つ ね

主宮原仲右衛門仲恒が、享保 12 ～ 14（1727 ～ 1729）年にか

けて執筆したものである。

註２　『廻回雑記』は、左大臣近衛房嗣の子で、京都聖護院門跡をつとめた道興准后が、文明 18（1486）年６月から 10 ヶ月間、

北陸路から関東各地をめぐり、駿河甲斐にも足をのばし、奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。

［引用文献］   
神山健吉　1988「「廻回雑記」に現れる　大石信濃守の館と十玉坊の所在についての一考察」『郷土志木』　第７号

 2002「道興をめぐる二つの謬説を糾す」『郷土志木』　第 31 号
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第 2節 遺跡の概要

 

 ここでは今回本書で報告する城山遺跡について簡単に概観することにする。

 城山遺跡は、志木市の西端部にある柏町３丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1.2

㎞、柳瀬川駅の東約 0.8㎞の所に位置している。本遺跡は北東－南西方向に約 390 ｍ、北西－南東方向

に約 320 ｍの広がりを持ち、遺跡面積約 79,360㎡と市内では西原大塚遺跡に次ぐ規模の遺跡である。

 本遺跡は、柳瀬川を北西に望む武蔵野台地北東端の野火止台と呼ばれる台地の縁辺に形成されている。

標高は約 12ｍで、北西方向に緩やかに下っているものの、概ね平坦である。台地下の柳瀬川との崖線

は、５ｍ程の比高差があり、また、遺跡の北東側には柳瀬川に直交するように浅い谷が入り込んでおり、

本遺跡はそれらの谷に囲まれた舌状台地の突端に形成されている。

 昭和 49年に最初の調査が行われて以降、志木市教育委員会、志木市遺跡調査会、志木市史編纂室によ

る度重なる調査が実施されている。その成果から、本遺跡は、旧石器時代から中・近世以降までの遺構

や遺物が市内では最も濃密に確認される複合遺跡であることが判明してきている。中でも古墳時代中・

後期から平安時代と中・近世以降の遺構数が他の時期に比べ圧倒的に多く、その二時期が本遺跡の中心

である。

 本調査地点は遺跡の中でも南東側に位置しており、東側に第 24地点、西側に第 27地点、南側に第

40地点が隣接する。調査の結果、縄文時代の遺構と遺物、弥生時代後期から古墳時代前期の遺物、古墳

時代後期から平安時代の遺構と遺物、中・近世の遺構と遺物が確認された。北西から南東に向かって緩

やかに傾斜しており、遺構確認面の標高は北側で 10.50 ｍ前後、南側で 9.80 ｍ前後、西側で 10.40 ｍ

前後、東側で 9.80 ｍ前後を測る。また、調査区の中央から南東では埋没谷が検出され、調査区の北東

から南西に延びる標高 9.80 ｍのラインから南東に向かって急激に落ち込む。調査区内における比高差

は、北西部と中央の谷上端部では約 0.9 ｍ、谷上端部と谷斜面地下部では約 1.8 ｍを測る。本調査地点

は、城山遺跡の南東に形成された谷に向かって緩やかに下る所に立地しており、集落でも周縁部に位置

することが判明した。
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第 2 章 発掘調査の概要

第 1 節　調査に至る経緯

　平成 23 年２月、土木工事主体者兼土地所有者である個人より志木市教育委員会（以下、教育委員会）

へ土木工事計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。土木工事の計画

は、志木市柏町三丁目 2655-1（629.39㎡）内に共同住宅建設を行うものである。

　教育委員会は当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡（コード 11228-09-003）に該当する

ため、概ね下記のとおり回答した。

　１．埋蔵文化財確認調査（以下、確認調査）を実施した上で、その結果に基づき、当該地における埋

蔵文化財の有無及び取り扱いについて回答する。

　２．確認調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、現

状保存及び盛土保存が不可能な場合については、記録保存（発掘調査）を実施する必要があること。

　同３月１日、教育委員会は、土木工事主体者兼土地所有者である個人より提出された確認調査依頼書

を受理し、同 16 ～ 17 日に確認調査を実施した。

　確認調査は、第 3 図に示すように、調査区の長軸にあたる南北方向に幅１.5m 程度のトレンチを３本

設定し、バックホーで表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、古墳時代から平安時代の

住居跡５軒、中・近世の井戸跡１基、土坑３基、溝跡３本、道路状遺構１条、ピット数本、縄文時代の

遺物包含層（層厚約 50cm）を確認した。なお、調査区域の一部は、周知の埋蔵文化財包蔵地外であっ

たため、この確認調査の結果を受けて、包蔵地の変更増補を行った。

　同 29 日、土木工事主体者兼土地所有者と教育委員会は、事前協議を実施し、確認調査の結果を報告

するとともに、埋蔵文化財の保存措置を講ずるよう要請した。その結果、宅地部分（353.93㎡）につい

ては地盤改良工事（柱状改良）を実施するため記録保存（発掘調査）、駐車場部分（275.46㎡）につい

ては十分な保護層を確保できることから盛土保存として、それぞれ取り扱うこととした。発掘届につい

ては、同４月１日に受理した。

　同４月 13 日、教育委員会は、土木工事主体者から提出された志木市埋蔵文化財保存事業委託申請書

を受理し、同５月 16 日に土木工事主体者と事前協議を実施した。同 25 日、土木工事主体者と志木市

（志木市長　長沼明）の間で、埋蔵文化財保存事業に係る協議書を取り交わし、委託契約を締結した。

　調査主体者となる教育委員会は、発掘調査の実施にあたり、民間調査組織に支援業務を委託することと

し、競争入札を行った。その結果、支援を依頼する民間調査組織が大成エンジニアリング株式会社（代

表取締役　古川健）に決定し、志木市（志木市長　長沼明）との間で、委託契約を締結した。

　以上により、教育委員会を調査主体に大成エンジニアリング株式会社が支援する体制で、平成 23 年

６月６日より発掘調査を実施した。

　なお、駐車場部分については、同 12 月１日に工事立会を実施し、適切に盛土保存が実施されていた

ことを確認した。
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第 2節 調査の経過

 

 平成 23年６月６日、発掘資材、重機、仮設ハウス等搬入後、午後から重機による表土掘削を南東側

より開始し、並行して人力による遺構確認作業を行った。８日は降雨のため午前の作業を中断し、午後

から基準点測量及び表土掘削を再開し、同日中に調査区の東側約 1/2（１工区）を終えた。ここで重機

による表土掘削は一旦中断し、重機の搬出を行った。

 ９日からは確認できた遺構のうち新しいものから順次調査を開始し、15日までに 277・278 号住居

跡、819 ～ 824 号土坑、54～ 57号溝跡の調査を終えた。16日から 279 号住居跡、825・826 号土坑

及び南東側の埋没谷の掘り下げを開始した。23日までに 279 号住居跡、825・826 号土坑の調査を、翌

24日に埋没谷の掘削が完了した。27日は１工区の全景撮影を行った。翌 28日は重機を再搬入し、調

査区南壁にあたる埋没谷斜面部に試掘坑の設定を行い、重機による掘削でローム層の堆積状況の確認を

実施した。同日中に試掘坑の調査を終え、１工区の埋め戻しを開始した。翌 29日に埋め戻しが完了し、

引き続き調査区の西側約 1/2（２工区）の表土掘削を実施し、同日に完了した。翌 30日から人力によ

る遺構確認作業及び１工区から延びる遺構から順次調査を再開した。７月７日までに 833 号土坑、280

号住居跡を除くほぼ全ての遺構の調査を完了した。翌８日は調査区内に２ヶ所の試掘坑を設定し、北側

の 1号試掘坑から旧石器時代の調査を開始した。12日に１号試掘坑、833 号土坑、280 号住居跡の調

査を終了し、２号試掘坑の調査に移行した。14日に２号試掘坑の調査を終え、本調査地点における全て

の調査を完了した。翌 15日に重機による埋め戻し作業及び発掘資材、敷地内の養生フェンス、仮設ハ

ウス等の撤去・搬出を行い、同日中に重機を搬出し、現場から撤収が完了した。

 ７月 18日から、遺物の洗浄・注記・接合作業、遺構図面の修正など、報告書作成のための基礎作業

を開始した。９月下旬には基礎作業がほぼ完了し、遺物の実測・デジタルトレース・写真撮影、遺構図

のデジタルトレースを開始した。12月下旬には報告書作成のための資料がある程度整い、遺構図・遺物

図・写真図版の作成、原稿の執筆、編集作業を行い、平成 24年３月 31日に報告書を刊行し、全ての調

査が完了した。
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第 3章 検出された遺構と遺物

第 1節 旧石器時代

（ 1 ） 概 要
 旧石器時代の調査は、調査地点の北側と南側及び埋没谷の斜面部の３ヶ所で実施した。その結果、１

号試掘坑から円礫２点、２号試掘坑から少量の円礫が散在する地点を確認した。埋没谷斜面部にあたる

３号試掘坑では、ローム堆積状況が従来の立川ローム標準層位と相違があった。そこでⅡ層から断面最

下部までの計 19点でサンプリングを実施し、そのうち 10点について分析を行った。詳細な分析結果に

ついては第４章に記載する。

第 4図 試掘坑分布図（１／ 500）

（ 2 ） 各試掘坑の概要
１号試掘坑
 遺 構  （第 5図）

［位 置］（Ａ－１・２）グリッド。

［構 造］調査区北西の東西 2.0m×南北 2.0m×深さ 150㎝で設定した。

［所 見］断面観察でⅢ～Ⅸｂ層、最下面で砂礫層が検出された。Ⅸｂ層で検出した礫２点について

は、自然の円礫である。
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２号試掘坑
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第 5 図　１号試掘坑（１／ 60）

第 6 図　２号試掘坑（１／ 60）

２号試掘坑
 遺 構  （第 6 図）

［位 置］（Ａ－３）グリッド。

［構 造］調査区南西壁際に東西 3.0m ×南北 2.0m ×深さ 150㎝で設定した。

［所 見］断面観察でⅢ～Ⅸｂ層を確認した。1.6m × 1.0m の範囲内に 11 点の礫が散在する地点が検

出された。垂直分布はⅤ層下部からⅦ層上部に分布し、高低差で約 40㎝の拡散が認められた。礫の直径

は３～７㎝で、肉眼観察では、人為的な痕跡がないことから自然礫であると判断した。また平面分布の

状況でも礫群と言えるような集中した密度で検出されていないこともあり、当時の生活活動した痕跡と

判断はできない。

２号試掘坑
Ⅲ 層 黄褐色軟質ローム（10YR5/8）。 粘性、締まりあり。赤褐色

スコリア少量含む。
Ⅳ 層 黄褐色硬質ローム（10YR5/8）。 粘性あり。締まり強。赤褐

色スコリア、黒褐色スコリア少量含む。
Ⅴ 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性あり。締まり強。赤

褐色スコリア、黒褐色スコリア中量含む。
Ⅵ 層 黄褐色ローム（10YR5/6）。 粘性、締まりあり。赤褐色

スコリア少量、黒褐色スコリア中量含む。（下部に AT 層）
Ⅶ 層 暗褐色ローム（10YR3/3）。 粘性、締まりあり。赤褐色

スコリア少量、黒褐色スコリア中量含む。
Ⅸ a 層 褐色ローム（7.5YR4/3）。 粘性、締まりあり。赤褐色

スコリア、黒褐色スコリア少量含む。
Ⅸ b 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性、締まりあり。赤褐

色スコリア、黒褐色スコリア少量含む。

１号試掘坑
Ⅲ 層 黄褐色軟質ローム（10YR5/8）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量含む。
Ⅳ 層 黄褐色硬質ローム（10YR5/8）。 粘性あり。締まり強。赤褐色スコリア、黒褐色ス

コリア少量含む。
Ⅴ 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性あり。締まり強。赤褐色スコリア、黒褐色ス

コリア中量含む。
Ⅵ 層 黄褐色ローム（10YR5/6）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量、黒褐色

スコリア中量含む。（下部に AT 層）
Ⅶ 層 暗褐色ローム（10YR3/3）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量、黒褐色

スコリア中量含む。
Ⅸ a 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア、黒褐色スコ

リア少量含む。
Ⅸ b 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性、締まりあり。φ 0.5 ～ 1.0cm 小礫微量、赤

褐色スコリア、黒褐色スコリア少量含む。
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第 7 図　３号試掘坑（１／ 60）

３号試掘坑
 遺 構  （第 7 図）

［位 置］（Ａ・Ｂ－３）グリッド。

［構 造］調査区南壁際に東西 2.0m ×南北 2.0m ×深さ 300㎝で設定した。

［所 見］断面観察において立川ローム層の標準層位とは異なる様相を示すことから、堆積土の分析を

行った。標準層序はその結果を踏まえたものである。

３号試掘坑
1 層 砕石
2 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。 粘性やや弱。締まりやや強。φ 0.5 ～ 1.0cm 小礫少量含む。（Ⅰ層）
3 層 黒色土（10YR2/1）。 粘性あり。締まり弱。（Ⅱ a 層）
4 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量含む。（Ⅱ b 層）
5 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量、赤褐色スコリア少量含む。（Ⅱ c 層）
6 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性、締まりやや弱。ローム粒子微量、ロームブロック少量含む。（Ⅱ c 層）
7 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり強。ロームブロック多量含む。（漸移層）
8 層 黄褐色軟質ローム（10YR5/8）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量含む。（Ⅲ層）
9 層 黄褐色硬質ローム（10YR5/8）。 粘性あり。締まり強。赤褐色スコリア、黒褐色スコリア少量含む。（Ⅳ層）

10 層 黄褐色硬質ローム（10YR5/6）。 粘性あり。締まり強。赤褐色スコリア、黒褐色スコリア中量含む。（Ⅳ層）
11 層 黄褐色硬質ローム（10YR5/8）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量、黒褐色スコリア中量含む。（Ⅳ層）
12 層 にぶい黄褐色ローム（10YR4/3）。 粘性、締まりあり。赤褐色スコリア少量、黒褐色スコリア中量含む。（Ⅴ層）
13 層 褐色ローム（10YR4/4）。 粘性あり。締まり強。赤褐色スコリア少量、黒褐色スコリア中量含む。下部に AT 層（Ⅵ層）
14 層 暗褐色ローム（10YR3/3）。 粘性やや弱。締まり強。赤褐色スコリア少量、黒褐色スコリア中量、φ 0.5 ～ 1.0cm 礫少量含む。
  （Ⅵ層下～Ⅶ層上）
15 層 暗褐色砂礫土（10YR3/3）。 粘性弱、締まりあり。φ 0.5 ～ 1.0cm 礫多量含む。（砂礫層）
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第 2 節　縄文時代

（ 1 ） 概 要
　縄文時代の遺構は、土坑１基（833 Ｄ）が検出された。覆土の観察から縄文時代の遺構と判断したが、

時期を比定する出土遺物はなかった。また遺構外においては、調査区東側から南東にかけて埋没谷（Ｎ

Ｒ）を検出した。

（ 2 ） 土 坑
833 号土坑
 遺 構  （第 8 図）

［位 置］（Ａ－３）グリッド。

［検出状況］828 Ｄに一部切られる。

［構 造］平面形：細長な楕円形。規模：長軸 1.58m ／短軸 0.58m ／深さ 40㎝。主軸方位：Ｎ－ 76°

－Ｅ。ピット：２本確認され、径８～ 15㎝、深さは坑底面から 14 ～ 16㎝を測る。

［覆 土］２層に分層でき、褐色土を主体とし、自然堆積によるものである。

［遺 物］出土しなかった。

［時 期］縄文時代。

［所 見］坑底面から２本の杭跡と考えられる小ピットが確認され、陥穴の様相を示す。出土遺物がな

いため、詳細な時期は不明である。

（ 3 ） 埋没谷（第 9・10 図、第 2・3 表）

ＮＲ
［位 置］（Ａ・Ｂ－１・２・３）グリッド。

［検出状況］調査区北東から南東にかけて検出された。

［構 造］規模：検出された長さは 19.60m で、上端幅は最大 8.26m で、下端は検出されていない。

第 8 図　833 号土坑（１／ 60）

833D
1 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性やや弱。締まりあり。
2 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。 粘性、締まりあり。
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遺構確認面からの深さは最大 195㎝を測る。断面の傾斜角は平均 14°で、直線的に立ち上がる。走行方

位：Ｎ－ 17°－Ｅ。

［覆 土］９層に分層でき、黒褐色土を主体とし、自然堆積によるものである。

［遺 物］出土遺物は縄文土器の深鉢 71 点、敲石１点・磨石１点である。図示した遺物は土器 10 点、

石器２点である。

［時 期］縄文時代。

 遺 物  （第 11 図、第 2・3 表）

［土 器］（第 11 図、第 2 表）

　１は早期中葉の沈線文の施された深鉢と考えられる。２・３は黒浜式の深鉢である。４は興津式の櫛

歯文の施された深鉢である。５は隆帯を施された阿玉台式の深鉢である。６は加曽利Ｅ式の深鉢である。

７・８・９は加曽利Ｂ式の深鉢である。10 は後期と思われる深鉢である。

［石 器］（第 11 図、第 3 表）

　11 は閃緑岩製の磨石である。12 は硬質砂岩製の敲石である。

第 10 図　埋没谷（１／ 100）

1 層 黒色土（10YR2/1）。 粘性あり。締まり弱。
2 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量含む。
3 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子中量含む。
4 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性、締まりあり。ローム粒子少量含む。
5 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ロームブロック微量含む。
6 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まりやや強。ロームブロック中量含む。
7 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性、締まり強。ローム粒子少量、ロームブロック微量含む。
8 層 黄褐色土（10YR5/8）。 粘性やや強。締まり強。黒褐色土ブロック中量、ロームブロック多量含む。
9 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まりあり。ロームブロック多量含む。
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0 10cm

挿図番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石材 出土位置 遺存度 備考

第 11 図 11 磨石 6.99 4.67 2.87 101.4 閃緑岩 中層 欠損
円礫を素材とする／表裏面の全面および右側縁の一
部に磨面を有する／右側縁は部分的に敲打痕が認め
られる

第 11 図 12 敲石 12.70 5.54 3.42 289.9 硬質砂岩 中層 欠損
長楕円形の円礫を素材とする／右側縁から下端部に
かけて部分的に敲打痕を有する／また、左側縁の欠
損部縁辺には黒色付着物が認められる

（単位：㎜，g）

１

２

３

挿図番号 部位 文様・特徴など
色調

時期・型式 焼
成

胎土混入物 出土 
位置 備考

外面 内面 雲母 小石 石英 粒子 砂粒 その他

第 11 図 1 口縁
～胴 斜格子文 橙色 にぶい黄褐

色・明褐色 早期中葉 良 △ 繊維△ 中層 沈線文系
土器か

第 11 図 2 胴 前々段条ＬＲ・ＲＬ縄文を羽状に施文 褐灰色・に
ぶい黄橙色 明褐色 黒浜式 良 繊維△ 中層

第 11 図 3 胴 地文ＲＬ縄文／半截竹管状工具による
「Ｃ」字形の爪形文を施文 褐色 にぶい褐色 黒浜式 良 橙○ 繊維△ 中層／

包含層

第 11 図 4 胴 櫛歯状工具による櫛歯文／微隆起帯上
は棒状工具により押捺される にぶい黄褐色 にぶい褐色 興津式 良 黒△ 白○ 下層

第 11 図 5 口縁 隆帯脇を２列の角押文により加飾され
る

にぶい黄橙
色・褐灰色 にぶい黄橙色 阿玉台式 

Ⅰ b 新～Ⅱ式 良 金○ △ ○ 角閃
石△ 中層

第 11 図 6 胴 地文ＲＬ縄文／弧状の沈線区画文内は
磨消される

にぶい褐
色・黒褐色

褐灰色・
灰黄色 加曽利ＥⅣ式 良 △ 黒△ 

白○ 中層

第 11 図 7 胴 地文ＲＬ縄文／２本の平行する沈線文
間に刻み目が施される 褐灰色 にぶい黄橙色 加曽利 B2 式 良 ○ 中層

第 11 図 8 胴

最大径 <12.7> ／そろばん玉形／地文Ｌ
Ｒ縄文／肩部と胴部は横位沈線文によ
り区画される／肩部縦位、弧状の沈線文
により区画内磨消される／胴部無文

明黄褐色・に
ぶい黄褐色 にぶい黄橙色 加曽利 B2 式 良 黒△ △ △ 黒◎ 角閃

石△ 中層

第 11 図 9 胴 地文ＲＬ縄文 黄褐色・暗
灰黄色 黒褐色 加曽利 B2

～ 3 式 良 黒△ △ 覆土中

第 11 図 10 底 底径 4.0 ／無文／底部に網代痕あり 暗灰黄色・
黄灰色

にぶい黄橙
色・褐灰色 後期か 良 △ △ 橙○ 中層

　（単位：㎝ )

第 12 図　遺構外出土遺物（１／３）

第 2 表　埋没谷出土遺物一覧

第 3 表　埋没谷出土石器一覧

（ 4 ） 遺構外出土遺物（第 12・13 図、第 4・5 表）

　表土、撹乱、その他の時期の遺構から出土した土器は破片数を含め 86 点が出土した。大半は中期で

あり、他は前期・後期の土器が出土している。土器以外では、打製石斧２点、石皿１点が出土した。出

土した遺物のほどんどは小破片のため図示できなかったが、図示した遺物は５点である。

 遺 物 

［土 器］（第 12 図、第 4 表）

　１は五領ヶ台式の深鉢である。２は堀之内式～加曽利Ｂ式の深鉢である。３は安行式の深鉢である。

［石 器］（第 13 図、第 5 表）

　４は閃緑岩製の台石である。５・６はホルンフェルス製の打製石斧である。
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挿図番号 部位 文様・特徴など
色調

時期・型式 焼
成

胎土混入物 出土 
位置 備考

外面 内面 雲母 小石 石英 粒子 砂粒 その他

第 12 図１ 胴 横位沈線文、山形状の沈線文、集合沈線
文が施される にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 五領ヶ台式 良 金◎ ○ 包含層

第 12 図 2 口縁
～胴

波状口縁部に突起貼付、焼成前穿孔 1 ヵ
所あり／口縁部に細い紐線文を貼付／
胴部に沈線区画文／内面口縁部直下に
３本の沈線文が横位にめぐる

褐灰色 灰黄色・暗
灰黄色

堀之内２式～
加曽利Ｂ 1 式 良 黒△ 橙○ 表土

第 12 図 3 口縁
～胴

地文ＲＬ縄文、口縁部直下に２本の帯縄
文が施される

明黄褐色・
暗灰黄色

明黄褐色・
暗灰黄色 安行 1 式 良 黒△ △ 56 Ｍ

　（単位：㎝ )

挿図番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石材 出土位置 遺存度 備考

第 13 図 4 台石 10.91 9.05 3.90 511.0 閃緑岩 P36 欠損 扁平な円礫を素材とする／表裏面ともに磨面を有す
る／また、表面中央には凹みが認められる

第 13 図 5 打製石斧 7.83 7.26 1.42 84.4 ホルンフェルス 表土 完形
分銅形／表裏面ともに粗い成形剥離後、周縁調整が
施される／刃部の左側縁には一部使用による擦痕が
認められる

第 13 図 6 打製石斧 5.73 5.38 1.59 55.2 ホルンフェルス 56M 基部残存 撥形または短冊形／表裏面ともに粗い成形剥離後、
周縁調整が施される

（単位：㎜，g）

第 13 図　遺構外出土石器（１／３）

第 4 表　遺構外出土遺物一覧

第 5 表　遺構外出土石器一覧

第 3 節　弥生時代後期から古墳時代前期

（ 1 ） 概 要
　弥生時代後期から古墳時代前期の遺構は検出されなかったが、遺物は僅かに出土した。

（ 2 ） 遺構外出土遺物
　表土から壷形土器と考えられる小破片が１点出土したが、図示はできなかった。
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第 4 節　古墳時代後期から平安時代

（ 1 ） 概 要
　古墳時代後期から平安時代の遺構については、住居跡４軒（277 ～ 280H）が検出された。

　いずれも古墳時代後期の住居跡で、重複関係は 277 Ｈは 278 Ｈを切り、278 Ｈは 279 Ｈを切る。280

Ｈは上部の大半を近世以降に削平され、検出は壁溝と炉跡及び掘り方のみである。

　出土遺物から 279 Ｈは６世紀前葉、280 Ｈは５世紀中葉～後葉に比定されると考えられ、277・278

Ｈは詳細な時期を判断する遺物がなかったが、周辺遺構との重複関係から６世紀前葉～中葉と考えられ

る。

（ 2 ） 住居跡
277 号住居跡
 遺 構 （第 14 図）

［位 置］（Ｂ－１）グリッド。

［検出状況］南壁の周辺部のみの検出で、大半は調査区外に延びる。西側の 278 Ｈを切る。

［構 造］平面形：方形もしくは長方形と推測される。規模：長軸不明 / 短軸不明 / 深さ 19 ～ 34㎝。

壁：16 ～ 20㎝を測り、壁は急斜に立ち上がる。主軸方位：Ｎ－ 33°－Ｅ。壁溝：検出できた部分では

巡らされていた。上幅 14 ～ 20㎝／下幅４～８㎝／深さ８～ 12㎝。床面：厚さ４～ 20㎝で施され、硬

化した面は検出されなかった。

［覆 土］５層に分層され、ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土を主体とする。

第 14 図　277 号住居跡（１／ 60）

1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微
量、ロームブロック少量含む。

2 層 暗褐色土（7.5YR3/4）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子少
量、ロームブロック多量含む。

3 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性、締まりあり。ロームブロック多量
含む。

4 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。 ローム粒子、ロームブロック少量含む。
5 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性、締まりあり。ロームブロック主体

層。
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(　) 内は現存値

挿図番号 種類 材質 長さ 最大幅 最大厚 重量 備考

第 15 図 1 鉄鎌 鉄 （10.2） （3.1） （0.35） （23.6） 刃部は僅かに内湾する／刃部 70％残存

（単位：㎝，g）

１

0 5cm

第 15 図　277 号住居跡出土遺物（１／２）

第 6 表　277 号住居跡出土遺物一覧

［遺 物］出土遺物は破片を含め、土師器の壷３点・甕８点・高坏４点・坏１点、鉄製品鉄鎌１点であ

る。鉄鎌以外は小破片であるため、図示できなかった。

［時 期］時期を決定づける遺物がないため、詳細な時期は不明だが、周辺の状況と 278 Ｈとの重複

関係から古墳時代後期（６世紀中葉）と推定される。

 遺 物  （第 15 図、第 6 表）

［鉄 製 品］（第 15 図、第 6 表）

　１は鉄鎌である。

278 号住居跡
 遺 構 （第 16 図）

［位 置］（Ａ－１）グリッド。

［検出状況］北側は調査区外で、821・822 Ｄと 277 Ｈに切られ、279 Ｈを切る。上部は近世以降に削

平され、ほぼ掘り方のみの検出である。

［構 造］平面形：方形と推測される。規模：長軸不明 / 短軸不明 / 深さ２～ 18㎝前後。壁：10 ～

20㎝を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位：Ｎ－ 55°－Ｅ。壁溝：北西部に僅かに検出されるのみ

である。上幅 10 ～ 14㎝／下幅６～８㎝／深さ２～４㎝。床面：厚さ３～ 22㎝で施され、硬化した面

は検出されなかった。

［覆 土］３層に分層され、ローム粒子を含む、にぶい黄褐色土を主体とする。

［遺 物］出土遺物は破片を含め、土師器の壷７点・甕 12 点・坏１点、須恵器の坏蓋１点である。い

ずれの遺物も小破片であるため、図示できなかった。

［時 期］時期を比定する遺物がないため、詳細は不明だが、周辺から出土した遺物の状況と 277 Ｈ

との重複関係から古墳時代後期（６世紀前葉～中葉）と推定される。
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第 16図 278 号住居跡（１／ 60）

279 号住居跡
 遺 構 （第 17・18図）

［位 置］（Ａ・Ｂ－１・２）グリッド。

［検出状況］北西コーナーは僅かに調査区外で、821・826・825 Ｄと 278 Ｈ及び中世以降のピットに切

られる。東側上部は近世以降に削平され、壁溝を残すのみであった。北西においては 278 Ｈの掘り方か

ら壁溝が僅かに確認された。

［構 造］平面形：方形。規模：長軸 4.12m／短軸 4.03m／深さ８～ 12㎝。壁：２～ 16㎝を測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位：Ｎ－ 40°－Ｅ。壁溝：上幅８～ 22㎝／下幅３～ 15㎝／深さ４～ 16

㎝。床面：厚さ１～８㎝で施され、硬化した面は検出されなかった。カマド：北壁のやや西寄りに構築

される。北西の袖部と奥壁部分を 821 Ｄに切られる。規模は長さ 75㎝×幅 91㎝を測り、検出された面

においては北壁面への掘り込みはなかった。袖部は白色砂質粘土で構築されている。貯蔵穴：カマド右

脇に構築される。平面形は円形で、上部を 826 Ｄに切られる。残存径 57～ 67㎝で、深さは床面から

48㎝前後を測る。柱穴：床面に４本のピットが検出されたが、規模が小さいため、主柱穴とは考えにく

い。

［覆 土］７層に分層され、暗褐色土・褐色土を主体とする。

［遺 物］出土遺物は破片を含め、土師器の壷 15点・甕 19点・高坏２点・鉢１点・坏７点、鉄滓１

点で、覆土中から散在的に出土した。時期を比定した資料は貯蔵穴から出土した土師器の坏である。

［時 期］古墳時代後期（６世紀前葉）。

1層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性あり。締まりやや弱。
ローム粒子中量含む。

2層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性あり。締まりやや弱。
ローム粒子、ロームブロック多量含む。

3層	 褐色土（10YR4/4）。	 粘性、締まりあり。ロームブ
ロック多量含む。
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第 17図 279 号住居跡・カマド（１／ 60・１／ 30）

1層	 黒褐色土（10YR3/2）。	粘性、締ま
りあり。ローム粒子多量、ロームブ
ロック少量、焼土粒子、炭化物微量
含む。

2層	 暗褐色土（10YR3/3）。	粘性、締ま
りあり。ロームブロック少量、焼土
粒子微量含む。

3層	 黒褐色土（10YR2/3）。	粘性あり。
締まりやや弱。ロームブロック中量
含む。

4層	 暗褐色土（10YR3/3）。	粘性あり。
締まりやや弱。ローム粒子、ローム
ブロック多量含む。

5層	 暗褐色土（10YR3/4）。	粘性、締ま
りあり。ローム粒子中量含む。

6層	 黄褐色土（10YR5/6）。	粘性あり。
締まり強。ロームブロック多量含
む。

7層	 黄褐色土（10YR5/6）。	粘性、締ま
りあり。ロームブロック主体層。

カマド
1 層	 明赤褐色土（2.5YR5/6）。	 粘性やや弱。締まりやや強。焼土ブロック多量含む。天井崩落土。
2 層	 暗赤褐色土（5YR3/3）。	 粘性やや弱。締まりあり。焼土ブロック少量含む。天井崩落土。
3 層	 にぶい赤褐色土（5YR4/3）。	 粘性やや弱。締まりやや強。焼土ブロック多量、炭化物少量含む。天井崩落土。
4 層	 暗赤褐色土（5YR3/2）。	 粘性やや弱、締まりあり。焼土粒子ブロック多量、砂粒少量含む。天井崩落土。
5 層	 赤褐色土（2.5YR4/6）。	 粘性、締まりやや弱。焼土ブロック、砂粒多量含む。火床面。
6 層	 暗赤褐色土（5YR3/2）。	 粘性、締まりあり。焼土粒子少量含む。
7 層	 暗赤褐色土（5YR3/2）。	 粘性、締まりやや弱。焼土粒子、砂粒中量含む。
8 層	 褐色土（7.5YR4/6）。	 粘性、締まり弱。焼土粒子中量、炭化物、ロームブロック少量含む。
9 層	 褐色土（10YR4/4）。	 粘性あり。締まり弱。焼土粒子、炭化物少量含む。ロームブロック主体層。
10層	 暗灰黄色粘土（2.5Y5/2）。	 粘性、締まり強。焼土粒子、炭化物微量含む。袖構築土。
11層	 灰黄褐色土（10YR4/2）。	 粘性あり。締まりやや弱。灰色粘土ブロック少量含む。袖崩土。
12層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性、締まりあり。ロームブロック多量含む。
13層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性あり、締まりやや弱。灰色粘土ブロック微量含む。ロームブロック主体層。
14層	 黄褐色土（10YR5/6）。	 粘性、締まりあり。ロームブロック主体層。
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第 18 図　279 号住居跡貯蔵穴・ピット・掘り方（１／ 60・１／ 30）

貯蔵穴
1 層 褐色土（10YR4/4）。 粘 性 あ り。

締まりやや弱。ローム粒子微量含む。
2 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘 性 あ り。

締まり弱。ロームブロック少量含む。

P1
1 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微

量、ロームブロック少量含む。
2 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック微

量含む。

P2
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まりあり。ローム粒子、焼土粒

子、炭化物少量含む。
2 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性、締まりあり。ローム粒子、焼土粒

子少量含む。

P3
1 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子少

量、ロームブロック多量含む。
2 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性あり。締まり弱。ローム粒子多量、焼

土粒子微量含む。

P4
1 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子、

ロームブロック多量含む。
2 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ローム粒子少量含

む。
3 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック主

体層。
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＜　＞内は現存値・(　) 推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特徴 色調 焼成 胎土 調整 出土位置 遺存度 時期

第 19 図 1 土師器 
坏 <5.0> 10.8 -

口縁部と体部との境
に弱い段をもち、外
上方にやや開く／口
縁部は２本の陵がめ
ぐる／赤色有段坏

内外面：明赤褐
色・にぶい赤褐
色

良 密 ／ 白 色
粒・小石

内面：ヨコナデ、ナデ／外
面：口縁部ヨコナデ、以下
ヘラケズリ後丁寧なヘラナ
デ／内面および外面口縁部
に赤彩

貯蔵穴
口縁部
～胴部
40％

6c 初頭

第 19 図 2 土師器 
坏 <5.6> (12.0) -

体部は丸みを帯び、
口縁部は短く外反す
る／比企型坏

内外面：赤褐色・
橙色 良

密 ／ 赤 色
粒・ 小 石・
砂粒

内面：ヨコナデ、ナデ／外
面：口縁部ヨコナデ、以下
ヘラケズリ後丁寧なヘラナ
デ／内外面に赤彩

貯蔵穴
口縁部
～胴部
10％

6c 初頭

第 19 図 3 土師器 
甕 <5.5> (22.2) - 「コ」の字口縁

外面：浅黄橙色、
橙色
内面：橙色・褐
灰色

良 密／砂粒
内面：口縁部ヨコナデ、以
下ヘラナデ／外面：ヨコナ
デ

貯蔵穴
口縁部
～頸部
10％

6c 初頭

第 19 図 4 土師器 
壷 <5.4> (19.0) - 口縁部はゆるやかに

外反する
外面：橙色
内面：灰黄色 良

密 ／ 黒 雲
母・ 石 英・
赤色粒・砂
粒

内面：ヨコナデ／外面：口
縁部ヨコナデ／頸部指頭押
圧後以下ヘラナデ／内外面
口縁部に赤彩

貯蔵穴 口縁部～
頸部 5％ 6c 初頭

（単位：㎝）

１ ２

３ ４
0 10cm

 遺 物   （第 19 図、第 7 表）

［土 器］（第 19 図、第 7 表）

　１～２は土師器の坏、３は土師器の甕、４は土師器の壷である。

280 号住居跡
 遺 構  （第 20・21 図）

［位 置］（Ａ－３）グリッド。

［検出状況］西側は調査区外に延び、中世以降の遺構に切られる。上部の大半は近世以降に削平され、ほ

ぼ掘り方のみの検出であった。

［構 造］平面形：方形もしくは長方形と考えられる。規模：長軸 6.34m ／短軸不明／深さ１～ 28

㎝。壁：１～８㎝を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。主軸方位：Ｎ－ 9°－Ｅ。壁溝：上幅 12 ～ 22㎝／下

幅４～ 10㎝／深さ１～４㎝。床面：西側壁際では厚さ１～５㎝で施される。中央から東側は上部を削平

され検出されなかった。カマド：カマドは検出されなかったが、中央部に地床炉１基を検出した。平面

形は歪な円形で、残存径 64 ～ 70㎝で、深さは５㎝前後を測る。貯蔵穴：南東コーナーと推定される位

置に構築される。平面形は円形で、規模は径 53 ～ 60㎝で、深さは 31㎝前後を測る。柱穴：床面に５

本のピットが検出されたが、規模と位置関係から主柱穴と判断できなかった。

［覆 土］５層に分層され、黒褐色土を主体とする。

［遺 物］出土遺物は破片を含め、土師器の甕 12 点・高坏４点・坏４点で、大半が貯蔵穴から出土し

第 19 図　279 号住居跡出土遺物（１／４）

第 7 表　279 号住居跡出土遺物一覧
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第 20 図　280 号住居跡・炉・貯蔵穴（１／ 60・１／ 30）

炉
1 層 明赤褐色土（2.5YR5/8）。 粘性あり。締ま

りやや弱。焼土粒子多量、炭化物少量、ロー
ムブロック少量含む。火床面。

2 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性あり。締まり
やや弱。ロームブロック多量含む。

貯蔵穴
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まりあり。ローム粒子中量、炭化物少量含む。
2 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。粘性、締まりあり。ローム粒子少量、炭化物微量含む。
3 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性、締まりあり。ロームブロック少量含む。
4 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子少量含む。
5 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性、締まりあり。ロームブロック中量含む。

1 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締
まりやや弱。焼土粒子、ローム粒子少
量含む。

2 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性あり。締
まりやや弱。ローム粒子中量含む。

3 層 黒褐色土（10YR2/2）。 粘性あり。締
まりやや弱。ローム粒子微量含む。

4 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締
まりやや弱。ローム粒子少量含む。

5 層 褐色土（10YR4/6）。 粘性、締まり
あり。黒褐色土ブロック、ロームブ
ロック多量含む。
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＜　＞内は現存値・(　) 推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特徴 色調 焼成 胎土 調整 出土位置 遺存度 時期

第 22図 1 土師器	
坏 <5.8> (12.2) (4.7)

椀状タイプ／口縁部
は短く僅かに外傾、
内面に稜をもつ

内外面赤彩：に
ぶい赤褐色・暗
赤灰色

良
密 ／ 橙 色
粒・白色粒・
小石

内面：口縁部ヨコナデ、以
下ヘラナデ後粗いミガキ／
外面：口縁部ヨコナデ、以
下ヘラケズリ後ヘラナデ／
内外面に赤彩

貯蔵穴
口縁部
～底部
40％

5c 中葉

（単位：㎝）

0 1ｍ

0 10cm１

た遺物である。時期を比定した遺物は貯蔵穴から出土した土師器の坏である。

［時 期］古墳時代後期（５世紀中葉～後葉）。

 遺 物  （第 22図、第 8表）

［土 器］ （第 22図、第 8表）

　１は土師器の坏である。

（ 3 ） ピット（第 24図、第 9表）
　本調査地点で古墳時代後期から平安時代のピットと判断したものは全部で 12本である。規格的に並

ぶものは検出されず、単独のピットと考えられる。出土遺物に乏しいため詳細な時期は不明であるが、

第 21図　280 号住居跡ピット（１／ 30）

第 22図　280 号住居跡出土遺物（１／４）

第 8表　280 号住居跡出土遺物一覧

P1
1層	 褐色土（10YR4/4）。	 粘性、締まりあり。ローム粒

子少量含む。
2層	 褐色土（10YR4/6）。	 粘性あり。締まりやや弱。ロー

ム粒子微量含む。
3層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性あり。締まりやや弱。ロー

ム粒子微量含む。

P2
1 層	 褐色土（10YR4/4）。	粘性、締まりあり。黒褐色土ブロック少

量、炭化物少量含む。
2層	 褐色土（10YR4/6）。	粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微

量含む。

P3
1 層	 暗褐色土（10YR3/3）。	 粘性あり。締まりやや弱。ロー

ムブロック少量、小礫微量含む。
2層	 暗褐色土（10YR3/3）。	 粘性あり。締まり弱。小礫、砂

粒少量含む。
3層	 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。	粘性あり。締まりやや弱。ロー

ム粒子微量含む。

P4
1 層	 黒褐色土（10YR3/2）。	粘性あり。締まりやや弱。ロームブ

ロック中量含む。

P5
1 層	 黒褐色土（10YR3/2）。	 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子中量、ロームブロック微量含む。
2層	 暗褐色土（10YR3/3）。	 粘性あり。締まり弱。ロームブロック少量含む。
3層	 暗褐色土（10YR3/3）。	 粘性あり。締まり弱。ロームブロック微量含む。
4層	 褐色土（10YR4/4）。	 粘性あり。締まり弱。ロームブロック中量含む。
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黒色処理

擦痕範囲 0 10cm
灰釉

＜　＞内は現存値・(　) 推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特徴 色調 焼成 胎土 調整 出土位置 遺存度 時期

第 23 図 1 土師器 
坏 <3.9> (15.8) -

口縁部と体部との境
に段をもち、外傾す
る口縁部に１本の弱
い稜がめぐる／赤色
有段坏

外面：にぶい黄
橙色
内外面赤彩：赤
褐色

良 密／石英

内面：ヨコナデ、ナデ／外
面：口縁部ヨコナデ、以下
ヘラケズリ後丁寧なヘラナ
デ／内面および外面口縁部
に赤彩

822 Ｄ
口縁部
～胴部
10％

６c 前葉

第 23 図 2 土師器 
坏 <3.2> (13.2) -

口縁部と体部の境に
弱い稜をもち、口縁
部は短く外反する／
比企型坏

内面：にぶい黄
橙色・黒褐色
内外面赤彩：赤
褐色

良 密 ／ 白 色
粒・砂粒

内面：ヨコナデ、ナデ／外
面：口縁部ヨコナデ、以下
ヘラケズリ後丁寧なヘラナ
デ／内外面に赤彩

表土
口縁部
～胴部
10％

６c 前葉

第 23 図 3 須恵器 
坏 <2.7> - (7.8)

酸化炎焼成の土器／
ロクロ成形／高台は
ハの字に開く

外面：橙色
内面：黒褐色

やや
不良 密／砂粒

内面：ミガキ、黒色処理／
外面：回転ナデ後高台貼付
／底面ヘラ書き

表土
体部下半
～底部
25％

10 ～ 11c

第 23 図 4 須恵器 
埦 <2.1> - (3.0)

高台は体部の立ち上
がり部分に貼付され
ハの字に開く／東金
子産

外面：灰オリー
ブ色・灰色
内面：暗灰黄色

良 密／小石
ロクロ成形／底面糸切後、
高台貼付／内面は擦痕、重
ね焼の痕跡がみられる

包含層
口縁部
～底部
45％

9c 後葉

第 23 図 5 須恵器 
壷 or 甕 <3.8> - - ロクロ成形／東金子

産か 内外面：灰色 良 やや粗／砂
粒 内外面：回転ナデ／ 56M 胴部下半 9c 後葉か

第 23 図 6 灰釉陶器 
碗 <1.8> - (9.0) ロクロ成形／猿投産

外面：灰白色
内面：灰オリー
ブ色

良 密／砂粒 内面：灰釉（自然釉）／外
面：回転ナデ後高台貼付 上層 底部

10c
（Ｏ－ 53

窯式）

（単位：㎝）

１ ２ ３

４

５

６

（　）は現存値・推定値　単位はｍ

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ

P9 (B-2)G 0.48 0.34 0.48 P138 (B-2)G (0.42) (0.21) 0.24 P145 (B-3)G 0.20 0.19 0.25 
P68 (A-2)G (0.58) (0.54) 0.17 P142 (A-3)G 0.24 0.23 0.18 P146 (A・B-3)G 0.27 0.23 0.44 

P113 (B-2)G 0.44 0.41 0.19 P143 (A-3)G 0.39 0.28 0.29 P147 (B-3)G 0.53 0.51 0.24 
P120 (B-2)G 0.18 0.13 0.14 P144 (B-3)G 0.16 0.14 0.20 P211 (A-2)G 0.43 0.34 0.29 

覆土の観察及び重複関係より、古墳時代後期から平安時代とした。

　遺物はＰ 113 から土師器の甕１点が出土したが、小破片のため図示できなかった。

（ 4 ） 遺構外出土遺物（第 23 図、第 10 表）　

　表土、撹乱及び各遺構の時期に伴わない遺物は破片を含め、須恵器の甕が４点、坏が２点、土師器の

壷が 17 点、甕が 153 点、高坏が９点、鉢が１点、坏が７点出土した。出土した遺物のほどんどは小破

片であったが、その中の遺物６点を図示した。

 遺 物 

［土 器］  （第 23 図、第 10 表）

　１・２は土師器の坏である。３は須恵器の坏である。４は須恵器の埦である。５は須恵器の壷か甕で

ある。６は灰釉陶器の碗である。

第 23 図　遺構外出土遺物（１／４）

第 9 表　ピット一覧

第 10 表　遺構外出土遺物一覧
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第 24図　ピット分布図（１／ 150）
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第 5 節　中世以降

（ 1 ） 概 要
　検出された遺構は、土坑 14 基、井戸跡１基、溝跡４条、ピット 214 本である。土坑は『城山遺跡第

42 地点』の報告書の分類基準をそのまま本報告にも採用した。井戸跡は遺構確認面より 1.4 ｍ前後調査

し、下部は安全を考慮して未調査である。溝跡の 54・55 Ｍは埋没谷の傾斜面に対して直交する軸で東

西方向に延びる。56・57 Ｍは硬化面を有することから、道路状遺構であると判断した。

　遺物は、中世以降の陶器や磁器、石製品、金属製品などが出土しているが、小破片のものが大半を占

め、出土量も僅かであった。そのためここでの時期設定については、基本的には中世以降としたが、遺

物が出土した場合は、遺物の最新時期をそのまま遺構の時期とした。

（ 2 ） 土 坑
 『城山遺跡第 42 地点』の報告で示した土坑の平面形及び細部の形態的な特徴の違いで分類した基準を

そのまま本報告に採用する。ここで、再度その分類基準について記述する。

 Ａ群 方形の土坑

  １類 断面が袋状の構造を呈するもの。（本調査地点では検出されず。）

  ２類 単純構造を呈するもの。（本調査地点では検出されず）。

 Ｂ群 長方形の土坑

  １類 溝状土坑であり、長軸の長さが３ｍを超えるまたは超えるであろうと想定されるもの。（本 

    調査地点では検出されず）。

  ２類 幅狭の長方形土坑であり、長軸の長さが３ｍ未満で、短軸の長さが１ｍ未満のもの。８基 

    （819 ～ 821・823・827・829・831・832 Ｄ）。

  ３類 幅広の長方形土坑であり、長軸の長さが３ｍ未満で、短軸の長さが１ｍ以上のもの。（本調 

    査地点では検出されず）。

  ４類 火床部を有する土坑であり、１ｍ前後の深い掘り込みをもつもの。（本調査地点では検出さ 

    れず。）

 Ｃ群 円・楕円形の土坑　５基（822・824 ～ 826・830 Ｄ）。

 Ｄ群 不整形の土坑　１基（828 Ｄ）。

 Ｅ群 地下室・地下坑

  １類 １竪坑１主体部のもの。（本調査地点では検出されず）。

  ２類 主体部が「八手」・「王」字状を呈する特殊なもの。（本調査地点では検出されず。）
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挿図番号 種別 長さ 幅 厚さ 特徴 備考

第 26 図 1 板碑 5.1 3.2 0.7 月輪内に種子「キリーク」が刻まれている／薬研彫り 小破片

（単位：㎝）

0 10cm１

Ｂ群２類　幅狭の長方形土坑
819 号土坑
 遺 構  （第 27 図、第 13 表）

［位 置］（Ｂ－３）グリッド。

［検出状況］56 Ｍを切る。

［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.84m ／短軸 0.79m ／深さ 24㎝。壁：坑底はやや凹凸が見

られ、壁は比較的傾斜して立ち上がる。長軸方位：Ｎ－２°－Ｗ。

［覆 土］褐色土を主体とし、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

820 号土坑
 遺 構  （第 27 図、第 13 表）

［位 置］（Ａ－２）グリッド。

［検出状況］Ｐ 38 を切る。上部は近世以降に削平される。

［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.44m ／短軸 0.74m ／深さ 14㎝。壁：坑底はやや凹凸が見

られ、壁は比較的緩やかに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 56°－Ｗ。

［覆 土］２層に分層でき、暗褐色土を主体とする。自然堆積か人為的な埋め戻しかの判断はつかな

かった。

［遺 物］本遺構の時期に伴う出土遺物として、中世の板碑１点が出土した。

［時 期］中世以降。

 遺 物  （第 26 図、第 11 表）

［石 製 品］ （第 26 図、第 11 表）

　１は緑泥片岩製の板碑である。

第 26 図　820 号土坑出土遺物（１／３）

821 号土坑
 遺 構  （第 27 図、第 13 表）

［位 置］（Ａ・Ｂ－１）グリッド。

［検出状況］278・279 Ｈを切る。

第 11 表　820 号土坑出土遺物一覧
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［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.76m／短軸 0.82m／深さ 26㎝。壁：坑底はほぼ平坦で、壁

はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 82°－Ｅ。

［覆 土］３層に分層でき、暗褐色土を主体とし、ロームブロックを多量含む。人為的に埋め戻された

とものと考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

823 号土坑
 遺 構  （第 27図、第 13表）

［位 置］（Ｂ－２）グリッド。

［検出状況］824 Ｄに切られる。

［構 造］平面形：やや歪な長方形。規模：残存長軸 1.20m／短軸 0.78m／深さ 24㎝。壁：坑底は

凹凸が見られ、壁は比較的緩やかに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 79°－Ｗ。

［覆 土］３層に分層でき、暗褐色土を主体とし、ロームブロックを含む。人為的に埋められたものと

考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

827 号土坑
 遺 構  （第 27図、第 13表）

［位 置］（Ａ－１）グリッド。

［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.10m／短軸 0.63m／深さ 12㎝。壁：坑底は凹凸が見られ、

壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 85°－Ｅ。

［覆 土］２層に分層でき、暗褐色土を主体とする。人為的に埋められたものと考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

829 号土坑

 遺 構  （第 27図、第 13表）

［位 置］（Ａ－１）グリッド。

［検出状況］ピットに上部を切られる。

［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.56m／短軸 0.78m／深さ 21㎝。壁：坑底はやや凹凸が見

られ、壁は緩やかに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 75°－Ｗ。

［覆 土］２層に分層でき、暗褐色土を主体とする。人為的に埋められたものと考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。
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第 27 図　Ｂ群２類土坑（１／ 60）

819D
1 層 褐色土（7.5YR4/4）。 粘性、締まり

弱。ローム粒子微量含む。

820D
1 層 暗褐色土（7.5YR3/4）。 粘性、締ま

り弱。ローム粒子少量含む。
2 層 暗褐色土（7.5YR3/4）。 粘性、締ま

り弱。ローム粒子、ロームブロック少
量含む。

823D
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり

あり。ロームブロック少量、炭化物微
量含む。

2 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり
あり。炭化物微量含む。

3 層 褐色土（7.5YR4/4）。 粘性あり。締
まり弱。ロームブロック主体層。

821D
1 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性、締まり

あり。ローム粒子、ロームブロック多
量、焼土粒子少量含む。

2 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり
あり。

3 層 褐色土（10YR4/4）。 粘性あり。締
まり弱。ローム粒子多量含む。

827D
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締

まりやや弱。ロームブロック少量含む。
2 層 褐色土（7.5YR4/4）。 粘性あり。締

まりやや弱。ロームブロック少量含む。

829D
1 層 暗褐色土（7.5YR3/4）。 粘性、締ま

りあり。ロームブロック少量、焼土粒
子微量含む。

2 層 暗褐色土（7.5YR3/3）。 粘性、締ま
りあり。ロームブロック少量含む。

831D
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり

あり。ローム粒子少量、ロームブロッ
ク微量含む。

832D
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり

あり。ロームブロック少量含む。
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(　) 内は現存値・推定値

挿図番号 種別 器種
法　量

胎土 製作の特徴 釉薬 生産地・
系譜 出土位置 時期

器高 口径 底径

第 28図 1 陶器 皿 （1.0） － （6.3） 灰色 やや粗 削り出し高台
高台内に輪
トチン痕／
見込み印花

灰釉 瀬戸 覆土中 15c 末～ 16c 初
（大窯第 1段階）

（単位：㎝）

１

0 10cm

831 号土坑
 遺 構  （第 27図、第 13表）

［位 置］（Ａ－２）グリッド。

［検出状況］撹乱とピットに切られる。

［構 造］平面形：長方形。規模：残存長軸 0.99m／短軸 0.72m／深さ９㎝。壁：坑底はやや凹凸が

見られ、壁は緩やかに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 84°－Ｗ。

［覆 土］暗褐色土を主体とする。人為的に埋められたものと考えられる。

［遺 物］遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

832 号土坑

 遺 構  （第 27図、第 13表）

［位 置］（Ａ－２）グリッド。

［検出状況］上部の大半を近世以降に削平され、一部はピットに切られる。

［構 造］平面形：長方形。規模：長軸 1.16m／短 0.49 軸 m／深さ９㎝。壁：坑底はやや凹凸が見

られ、壁の立ち上がりはやや緩やかである。長軸方位：Ｎ－９°－Ｅ。

［覆 土］暗褐色土を主体とし、自然堆積か人為的な埋め戻しかの判断はつかなかった。

［遺 物］遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

Ｃ群　円・楕円形の土坑
822 号土坑

 遺 構  （第 29図、第 14表）

［位 置］（Ａ－１）グリッド。

［検出状況］北側は調査区外に延び、278 Ｈと 279 Ｈの一部を切る。

第 28図　822 号土坑出土遺物（１／３）

第 12表　822 号土坑出土遺物一覧
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［構 造］平面形：不整円形。規模：残存長軸 2.03m／残存短軸 1.37m／深さ 27㎝。壁：坑底はや

や凹凸が見られ、壁は比較的急斜して立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 79°－Ｅ。

［覆 土］３層に分層でき、黒褐色土を主体とし、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

［遺 物］本遺構の時期に伴う出土遺物として、中世の陶器１点が出土した。

［時 期］中世（15世紀末葉以降）。

 遺 物  （第 28図、第 12表）

［陶 器］（第 28図、第 12表）

１は瀬戸美濃系の陶器の皿である

824 号土坑
 遺 構  （第 29図、第 14表）

［位 置］（Ｂ－２）グリッド。

［検出状況］823 Ｄを切る。

［構 造］平面形：円形。規模：長軸 0.97m／残存短軸 0.79m／深さ 14㎝。壁：坑底はやや凹凸が

見られ、壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－２°－Ｗ。

［覆 土］暗褐色土を主体とする。自然堆積か人為的な埋め戻しかの判断はつかなかった。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

825 号土坑
 遺 構  （第 29図、第 14表）

［位 置］（Ａ－２）グリッド。

［検出状況］279 Ｈと中世以降のピットに切られる。

［構 造］平面形：不整円形。規模：長軸 1.71m／短軸 1.55m／深さ 16㎝。壁：坑底は凹凸が見ら

れ、壁は緩やかに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 48°－Ｅ。

［覆 土］３層に分層でき、暗褐色土を主体とする。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

826 号土坑
 遺 構  （第 29図、第 14表）

［位 置］（Ｂ－２）グリッド。

［検出状況］279 Ｈ貯蔵穴を切る。

［構 造］平面形：楕円形。規模：長軸 1.06m／短軸 1.00m／深さ 27㎝。壁：坑底はやや丸みを帯

び、壁はやや急斜して立ち上がる。長軸方位：Ｎ－ 34°－Ｅ。

［覆 土］４層に分層でき、にぶい黄褐色土を主体とする。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。
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第 29 図　Ｃ群土坑（１／ 60）

830 号土坑
 遺 構  （第 29 図、第 14 表）

［位 置］（Ａ－１）グリッド。

［検出状況］北西は調査区外に延びる。

［構 造］平面形：楕円形と推測される。規模：長軸不明／短軸不明／深さ 12㎝。壁：坑底はほぼ平

坦で、壁は比較的急斜して立ち上がる。長軸方位：不明。

［覆 土］暗褐色土を主体とする。人為的に埋められたものと考えられる。

［遺 物］遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

830D
1 層 暗褐色土（7.5YR3/3）。 粘性、締ま

りあり。ロームブロック少量、焼土粒
子微量含む。

825D
1 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性、締まり

あり。ローム粒子、ロームブロック多
量含む。

2 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まり
あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物
多量含む。

3 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性、締まり
あり。ロームブロック主体層。

826D
1 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。 

粘性、締まりあり。ローム粒子少量、
炭化物微量含む。

2 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締
まりやや弱。ローム粒子微量、ローム
ブロック少量含む。

3 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締
まりやや弱。ロームブロック微量含む。

4 層 褐色土（10YR4/6）。 粘性あり。締
まりやや弱。ロームブロック主体層。

822D
1 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック微量含む。
2 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量、ロームブロッ

ク少量含む。
3 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まりやや弱。ロームブロック少量含む。

824D
1 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締ま

りやや弱。ローム粒子微量含む。
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 分
類 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

819D (B-3)G B2 1.84 0.79 0.24 N-2°-W 中・近世
820D (A-2)G B2 1.44 0.74 0.14 N-56°-W 1 中・近世
821D (A・B-1)G B2 1.76 0.82 0.26 N-82°-E 中・近世
823D (B-2)G B2 (1.20) 0.78 0.24 N-79°-W 中・近世
827D (A-1)G B2 1.10 0.63 0.12 N-85°-E 1 中・近世
829D (A-2)G B2 1.56 0.78 0.21 N-75°-W 中・近世
831D (A-2)G B2 (0.99) 0.72 0.09 N-84°-W 中・近世
832D (A-2)G B2 1.16 0.49 0.09 N-9°-E 中・近世

合 計 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（単位：ｍ）

（　）は現存値・推定値　単位はｍ

遺構名 位置 分
類 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

822D (A-1)G C (2.03) (1.37) 0.27 N-79°-E 1 中世
824D (B-2)G C 0.97 (0.79) 0.14 N-2°-W 中・近世
825D (A-2)G C 1.71 1.55 0.16 N-48°-E 中・近世
826D (B-2)G C 1.06 1.00 0.27 N-34°-E 中・近世
830D (A-1)G C (0.50) (0.44) 0.12 - 中・近世

合 計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（単位：ｍ）

Ｄ群　不整形の土坑
828 号土坑
 遺 構  （第 30 図、第 15 表）

［位 置］（Ａ－３・４）グリッド。

［検出状況］西側と南側は調査区外に延び、833 Ｄを切る。

［構 造］平面形：不整円形と推測される。規模：残存長軸 2.46m ／短軸不明／深さ 66㎝。壁：坑底

は段を有し、上段面は凹凸が見られ、下段面は底面がわずかに確認されたのみで詳細は不明である。壁

はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位：不明。

［覆 土］３層に分層でき、下層は締まりがない。暗褐色土を主体とする。人為的に埋められたと考え

られる。

［遺 物］遺物は出土しなかった。

［時 期］出土遺物がないため詳細は不明であるが、覆土の堆積状況から中世以降と考えられる。

第 30 図　Ｄ群土坑（１／ 60）

第 14 表　Ｃ群土坑一覧

第 13 表　Ｂ群土坑一覧

828D
1 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量、

ロームブロック少量含む。
2 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性あり。締まりやや弱。ロームブロック微量

含む。
3 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック多量含む。
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（　）は現存値・推定値　単位はｍ

遺構名 位置 分
類 長軸長 短軸長 深さ 長軸

方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

828D (A-3・4)G D (2.46) (0.92) 0.66 - 中・近世
合 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：ｍ）

0 2ｍ

280H

55M

調
査
区
外

1
2
3

6

109

5
4

7

8

A'A

10.30m
A'A

0 2ｍ

1/60

（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

40W (A-3)G 1.37 1.36 (1.46) N-20°-W 中・近世
合 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：ｍ）

第 16 表　井戸跡一覧

（ 3 ） 井戸跡
40号井戸跡
 遺 構  （第 31 図、第 16 表）

［位 置］（Ａ－３）グリッド。

［検出状況］280 Ｈと 55 Ｍを切る。

［構 造］平面形：円形。規模：径 1.37 ～ 1.36m ／深さ不明。壁：垂直に垂下している。

［覆 土］10 層に分層でき、ロームブロックを多量含む暗褐色土・黒褐色土を主体とする。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中・近世。

［所 見］危険防止のため、深さ約 1.50m 掘り下げたところで調査を中止した。

第 31 図　40 号井戸跡（１／ 60）

第 15 表　Ｄ群土坑一覧

40W
1 層 暗褐色土（7.5YR3/3）。粘性あり。締まり弱。黒褐色土ブロック、ロームブロック

多量含む。
2 層 褐色土（7.5YR4/4）。 粘性あり。締まりやや弱。ロームブロック多量含む。
3 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック中量含む。
4 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まり非常に弱。ロームブロック多量含む。
5 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック非常に多量含む。
6 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まり弱。ロームブロック微量含む。
7 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性あり。締まり非常に弱。ローム粒子少量含む。
8 層 黒色土（10YR2/1）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子微量含む。
9 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まりやや弱。ロームブロック中量含む。
10 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子少量含む。
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（ 4 ） 溝跡
54 号溝跡
 遺 構  （第 32 図、第 17 表）

［位 置］（Ａ・Ｂ－３）グリッド。

［検出状況］溝は東西方向で直線的に延び、東側は調査区外で、西側端部は削平を受けて検出できなくな

る。

［構 造］規模：検出された長さ 6.00m ／上端幅 0.79m 前後／下端幅 0.65m 前後／遺構確認面から

の深さ東側 0.16m ～西側 0.05m。断面形：皿状。溝底の標高：東側 9.3m ～西側 10.1m。西側から東側

に向けて比較的急斜している。走行方位：Ｎ－ 81°－Ｗ。

［覆 土］３層に分層でき、黒色土を主体とし、自然堆積によるものである。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

［所 見］本遺構は出土遺物が少ないことから、溝の具体的な時期や機能の断定はできないが、東側に

形成された埋没谷の谷部方向に傾斜する。

55 号溝跡
 遺 構  （第 32 図、第 17 表）

［位 置］（Ａ・Ｂ－３）グリッド。

［検出状況］溝の走行はほぼ 54 Ｍと同軸方向で、西側で北寄りに「く」の字に緩やかに屈曲する。280

Ｈを切り、40 Ｗに切られる。西側は調査区外に延び、東側は南東部で収まる。

［構 造］規模：検出された長さ 11.09m ／上端幅 0.62m 前後／下端幅 0.40m 前後／遺構確認面から

の深さ東側 0.15m ～西側 0.05m。断面形：皿状。溝底の標高：東側 9.4m ～西側 10.3m。西側から東側

に向けて比較的急斜している。走行方位：Ｎ－ 78°－Ｗ。

［覆 土］２層に分層でき、黒褐色土を主体とし、自然堆積によるものである。

［遺 物］本遺構の時期に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

［所 見］54 Ｍと同様に埋没谷の谷部方向に傾斜する。

56 号溝跡
 遺 構  （第 33・34 図、第 17 表）

［位 置］（Ａ・Ｂ－２・３）グリッド。

［検出状況］溝の走行は南北方向から南東方向に弓なりに屈曲する溝である。819・829・832 Ｄに切ら

れ、280 Ｈを切る。北西側は収まり、東側は調査区外に延びる。

［構 造］規模：検出された長さ 23.26m ／上端幅東側 0.80m 前後～西側 3.00m 前後／下端幅東側

0.60m 前後～西側 2.70m 前後／遺構確認面からの深さ東側 0.05m ～西側 0.20m。断面形：皿状。溝底

の標高：東側 9.3m ～西側 10.5m。西側から東側に向けて比較的急斜している。走行方位：東側Ｎ－ 69°

－Ｗ。西側Ｎ－９°－Ｗ。硬化面：断面観察の結果、西側で２面、東側で１面の硬化面が確認できた。硬

化面幅：西側 1.05 ～ 1.70m ／東側 0.4 ～ 0.5m ／層厚２～ 10㎝。ピット列：東側の傾斜面において溝

―41―

 第 5節 中世以降



1

2

131

2

13
2

1

3

調査区外

調
査
区
外

54M 55M

55M

54M

P1

P142
P141

P2

40W

10.20m
A'A

10.20m
C'C

10.20m
B'B

A  '

B'

A

B
C'C

D D'
10.20m
D'D

（　）は現存値・推定値
遺構名 長軸長 短軸長 深さ

P1 0.23 0.20 0.33 
（単位：ｍ）

深さは確認できた面からの深さ

0 2ｍ 0 2ｍ

底部に一定の間隔をもつピットが検出された。底部からの深さは５～ 20㎝ほどで、ピット内壁において

も硬化した面を有していた。

［覆 土］７層に分層でき、黒褐色土を主体とする。第１層と第３層が硬化した面である。

［遺 物］出土遺物は破片を含め、中世の陶器が９点、鉢が１点、石製品が１点、鉄製品が２点、近世

の陶器が１点出土した。

［時 期］近世（18 世紀代）。

［所 見］底及び覆土中から２面分の硬化面が検出されたことから、道路として使用された可能性が高

い。

第 32 図　54・55 号溝跡（１／ 50・１／ 100）

54M
1 層 黒色土（7.5YR2/1）。 粘性あり。締まり弱。ローム粒子微量含む。
2 層 黒色土（7.5YR2/1）。 粘性、締まりあり。ローム粒子微量含む。
3 層 黒褐色土（7.5YR2/2）。 粘性、締まりあり。ローム粒子少量含む。

55M
1 層 黒褐色土（10YR2/2）。 粘性あり。締まり弱。ローム粒子中量含む。
2 層 暗褐色土（7.5YR3/3）。 粘性あり。締まりやや弱。ローム粒子中量、ロームブロック少量含む。
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（　）は現存値・推定値
遺構名 長軸長 短軸長 深さ

P1 0.50 0.42 0.15 
P2 0.44 0.40 0.11 
P3 0.60 0.48 0.16 
P4 0.36 0.32 0.13 
P5 0.26 0.21 0.05 
P6 0.45 0.39 0.10 
P7 0.30 0.29 0.12 
P8 0.44 0.42 0.08 
P9 0.40 0.25 0.08 

P10 0.29 0.18 0.07 
P11 0.47 0.31 0.08 
P12 0.36 0.21 0.05 
P13 0.40 0.28 0.06 
P14 0.46 0.38 0.06 
P15 0.60 0.52 0.12 
P16 0.51 0.46 0.12 
P17 0.51 0.28 0.08 
P18 0.35 0.23 0.20 

（単位：ｍ）
深さは確認できた面からの深さ

10.60m
A'A

10.50m
B'B

5

3 2 1
4

323 2

4

1

石5
55

5

P199 P200

攪乱

第 33 図　56 号溝跡　硬化面１（１／ 50・１／ 100）

56M
1 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性あり。締まり非常に強。硬化面 1。
2 層 黒褐色土（10YR2/3）。 粘性、締まりあり。ロームブロック微量含む。
3 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性あり。締まり強。ローム粒子微量含む。硬化面 2。
4 層 黒褐色土（10YR3/2）。 粘性、締まりあり。ロームブロック微量含む。
5 層 暗褐色土（10YR3/4）。 粘性、締まりあり。ロームブロック多量含む。
6 層 黒褐色土（10YR3/1）。 粘性、締まりやや弱。
7 層 暗褐色土（10YR3/3）。 粘性、締まりやや強。56MP12 覆土。
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第 34 図　56 号溝跡　硬化面２（１／ 50・１／ 100）
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

54M (A・B-3)G (6.00) 0.79 0.16 N-81°-W 中世以降
55M (A・B-3)G (11.09) 0.62 0.15 N-78°-W 中世以降
56M (A・B-2・3)G (23.26) 3.19 0.20 N-69°-W 10 1 1 2 近世 道路
57M (A・B-2)G 6.24 1.50 0.01 N-63°-E 中世以降 道路か

合 計 0 10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
（単位：ｍ）

1 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）。 粘性あり。締まりやや強。ロームブロック微量含む。硬化面

第 35 図　57 号溝跡（１／ 50・１／ 100）

57 号溝跡
 遺 構  （第 35 図、第 17 表）

［位 置］（Ａ・Ｂ－２）グリッド。

［検出状況］上部のほぼ全てを削平され、検出されたのは僅かな硬化面のみである。南西方向から北東方

向に延びるが、詳細は不明である。

［構 造］規模：検出された長さ 6.24m ／上端幅 1.50m 前後／下端幅 1.50m 前後／遺構確認面から

の深さ１㎝前後。溝底の標高：東側 9.8m ～西側 10.2m。西側から東側に向けて緩やかに傾斜している。

走行方位：Ｎ－ 63°－Ｗ。硬化面：１面の硬化面が確認できた。硬化面幅：西側 1.20 ～ 1.50m ／東側

0.50 ～ 0.80m ／層厚１㎝前後。

［覆 土］ロームブロックを少量含む、にぶい黄褐色土主体の硬化面のみである。

［遺 物］遺物は出土しなかった。

［時 期］中世以降。

［所 見］溝底から硬化面が検出されたことから、道路として使用された可能性が高い。

第 17 表　溝跡一覧
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

P1 (A-3)G 0.49 0.38 0.75 - 中・近世
P2 (A-3)G 0.34 0.28 0.61 - 近世
P3 (A-3)G (0.30) (0.30) 0.29 - 中・近世
P4 (A-2)G 0.31 0.28 0.32 - 中・近世
P5 (A-2)G 0.31 0.28 0.49 - 近世
P6 (A-2)G 0.25 0.22 0.16 - 中・近世
P7 (A-2)G 0.41 0.35 0.30 - 中・近世
P8 (B-2)G 0.23 0.17 0.41 - 近世

P10 (A-2)G 0.46 0.35 0.38 - 中・近世
P11 (A-2)G 0.27 0.19 0.32 - 中・近世
P12 (A-2)G 0.35 0.31 0.29 - 近世
P13 (B-2)G 0.32 0.25 0.27 - 近世
P14 (A・B-2)G 0.40 0.32 0.42 - 中・近世
P15 (B-2)G 0.22 0.22 0.22 - 近世
P16 (B-2)G 0.28 0.21 0.37 - 近世
P17 (B-2)G 0.34 0.27 0.27 - 近世
P18 (B-2)G 0.27 0.26 0.42 - 中・近世
P19 (B-2)G (0.24) (0.16) 0.29 - 近世
P20 (A-3)G (0.20) (0.19) 0.18 - 中・近世
P21 (B-2)G 0.40 0.25 0.24 - 近世
P22 (B-2)G (0.29) (0.21) 0.19 - 近世
P23 (A・B-2)G 0.42 0.29 0.72 - 近世
P24 (A-2)G (0.27) (0.17) 0.35 - 近世
P25 (A-2)G (0.20) (0.15) 0.41 - 中・近世
P26 (A-2)G 0.33 0.32 0.55 - 中・近世
P27 (A-2)G (0.34) (0.26) 0.17 - 中・近世
P28 (A・B-2)G 0.26 0.24 0.14 - 中・近世

（単位：ｍ）

１

(　) 内は現存値・推定値

挿図番号 種別 器種
法　量

胎土 製作の特徴 釉薬 生産地・
系譜 出土位置 時期

器高 口径 底径

第 36 図１ 磁器 折縁皿 （2.0） （12.6） － 灰色 密 外面片面彫
り／蓮弁文 青磁釉 中国／

龍泉窯 Ｐ 87 14C 中葉

（単位：㎝）

0 10cm

（ 5 ） ピット（第 37 図、第 19 ～ 22 表）

　本調査地点で中世以降のピットと判断したものは全部で 214 本である。本ピット中には建物跡などの

遺構になるものも存在している可能性があるが、本調査中では確認されなかった。また、出土遺物に乏

しいため、詳細な時期は不明であるが、覆土の観察及び重複関係から、中世以降と判断したものが多い。

　遺物はＰ 85、87、192 から中・近世のかわらけ、磁器、陶器、鉄釘が出土した。そのうち図示した

ものは１点である。

 遺 物  （第 36 図、第 18 表）

［磁 器］（第 36 図、第 18 表）

１は龍泉窯の青磁の皿である

第 19 表　ピット一覧（１）

第 36 図　87 号ピット出土遺物（１／３）

第 18 表　87 号ピット出土遺物一覧

―46―

第 3章　検出された遺構と遺物



Y=-23700.000 Y=-23690.000 Y=-23680.000

X=-18650.000

X=-18660.000

X=-18670.000

X=-18680.000

P165

P1
P2

P3

P4
P5

P6

P8P7

P22

P13

P34

P10

P35

P11

P12
P24

P31

P30

P14

P28

P29

P16

P17
P19

P18P23

P21

P39

P27

P38

P36
P37

P33 P26

P25

P40

P43
P42

P77

P70

P56
P58

P57

P78

P74

P49

P50

P66

P67

P32

P47

P41

P52

P65
P72

P59

P60

P61 P62

P54

P53

P55

P51

P64

P45 P48

P82

P76

P84

P79

P80

P73
P69

P92

P75

P83

P107

P108

P105

P106
P98
P97 P99

P102
P100

P71

P81

P44

P109P85

P94

P101

P117

P95

P96

P15

P119

P104

P112

P111

P121

P114

P127

P126

P128

P124

P125

P123

P46

P129

P130

P116

P115

P132

P137

P135

P136

P133

P134

P122

P131

P226

P141

P140

P139

P150

P149

P152

P154
P153

P173
P155

P174

P164

P156

P166

P180

P157

P151

P175

P176

P179
P167

P161

P162

P169

P177

P160
P163

P159

P158P168

P185

P186P187
P183

P172

P181

P178

P184

P182

P194

P192

P191

P202

P195

P207

P206

P204 P205P201
P203

P212 P208

P213

P193

P189
P190

P220

P196

P216

P222
P221

P218

P217

P90

P88

P89
P93

P224
P225

P86

P110

P118
P103

P148

P214

P87

P215P197

P219

P209

P91

P199

P200

P198

P223

P171

P188

P210

P170

P20

P63

A

1

2

3

B

第 37 図　ピット分布図（１／ 150）
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

P29 (A-2)G (0.20) (0.14) 0.14 - 中・近世
P30 (A-2)G 0.39 0.32 0.22 - 中・近世
P31 (A-2)G 0.29 0.23 0.31 - 近世
P32 (A-2)G 0.43 0.33 0.46 - 近世
P33 (A-2)G 0.31 0.23 0.25 - 近世
P34 (A-2)G 0.27 0.24 0.15 - 近世
P35 (A-2)G 0.25 0.16 0.10 - 中・近世
P36 (A-2)G 0.44 0.43 0.40 - 近世
P37 (A-2)G (0.29) 0.17 0.36 - 中・近世
P38 (A-2)G (0.24) (0.13) 0.17 - 近世
P39 (A-2)G 0.26 0.24 0.53 - 近世
P40 (B-2)G 0.29 0.25 0.32 - 中・近世
P41 (A-2)G 0.54 0.38 0.37 - 近世
P42 (A-2)G 0.41 0.35 0.37 - 中・近世
P43 (A-2)G 0.34 0.30 0.34 - 中・近世
P44 (A-2)G 0.60 0.45 0.50 - 近世
P45 (A-2)G 0.49 0.40 0.35 - 中・近世
P46 (A-2)G 0.42 0.34 0.48 - 近世
P47 (A-2)G 0.46 0.41 0.51 - 近世
P48 (A-2)G (0.27) (0.22) 0.08 - 近世
P49 (A-2)G 0.40 0.38 0.25 - 近世
P50 (A-2)G (0.28) (0.20) 0.21 - 中・近世
P51 (A-2)G 0.33 0.26 0.62 - 中・近世
P52 (A-2)G (0.30) (0.19) 0.40 - 近世
P53 (B-2)G 0.26 0.26 0.38 - 近世
P54 (B-2)G 0.34 0.31 0.31 - 近世
P55 (A-2)G 0.29 0.29 0.39 - 近世
P56 (A-2)G 0.52 0.33 0.32 - 近世
P57 (A-2)G (0.47) (0.28) 0.30 - 近世
P58 (A-2)G (0.20) (0.10) 0.26 - 近世
P59 (A-2)G 0.36 0.26 0.24 - 中・近世
P60 (A-2)G (0.21) (0.12) 0.26 - 近世
P61 (A-2)G 0.31 0.28 0.34 - 中・近世
P62 (A-2)G (0.25) (0.18) 0.32 - 中・近世
P63 (A-2)G 0.45 0.42 0.29 - 中・近世
P64 (B-1)G 0.28 0.24 0.19 - 中・近世
P65 (B-2)G 0.25 0.21 0.23 - 中・近世
P66 (A-2)G 0.29 0.27 0.49 - 近世
P67 (A-2)G 0.38 0.32 0.77 - 中・近世
P69 (B-2)G 0.28 0.24 0.41 - 中・近世
P70 (A-2)G 0.31 0.28 0.57 - 中・近世
P71 (A-2)G (0.32) (0.14) 0.34 - 中・近世
P72 (A-2)G 0.32 0.28 0.33 - 中・近世
P73 (B-2)G 0.29 0.22 0.23 - 中・近世
P74 (A-2)G 0.32 0.25 0.21 - 中・近世
P75 (B-2)G 0.29 0.23 0.44 - 中・近世
P76 (A-2)G 0.27 0.23 0.23 - 中・近世
P77 (A・B-2)G 0.28 0.24 0.30 - 中・近世
P78 (B-2)G 0.30 0.27 0.36 - 近世
P79 (B-2)G 0.19 0.16 0.16 - 近世
P80 (B-2)G 0.26 0.20 0.17 - 近世
P81 (A-2)G (0.65) (0.52) 0.76 - 近世
P82 (A-3)G 0.40 0.38 0.72 - 近世
P83 (A-3)G 0.33 0.30 0.26 - 近世
P84 (B-2)G 0.28 0.25 0.18 - 中・近世
P85 (A-2)G 0.64 0.48 0.56 - 1 1 近世
P86 (A-2)G 0.42 0.28 0.45 - 中・近世
P87 (A-2)G 0.40 0.38 0.47 - 1 中世
P88 (A-2)G 0.35 0.23 0.32 - 中・近世
P89 (A-2)G 0.23 0.18 0.17 - 中・近世
P90 (A-2)G 0.53 0.33 0.50 - 中・近世
P91 (A-2)G (0.38) (0.28) 0.37 - 中世
P92 (A-1)G 0.20 0.17 0.23 - 中・近世
P93 (A-2)G 0.24 0.18 0.12 - 中・近世
P94 (A-2)G 0.30 0.24 0.19 - 近世
P95 (A-2)G 0.38 0.28 0.56 - 近世
P96 (A-2)G 0.31 0.27 0.36 - 近世
P97 (B-2)G 0.24 0.24 0.43 - 中・近世
P98 (B-2)G 0.33 0.20 0.50 - 中・近世

（単位：ｍ）

第 20 表　ピット一覧（２）
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

P99 (B-2)G 0.35 0.32 0.54 - 中・近世
P100 (B-2)G 0.36 0.35 0.42 - 中・近世
P101 (A-2)G 0.22 0.19 0.21 - 近世
P102 (B-2)G 0.29 0.20 0.18 - 近世
P103 (A-3)G 0.29 0.25 0.18 - 近世
P104 (A-3)G 0.33 0.24 0.28 - 中・近世
P105 (A-2)G 0.20 0.18 0.43 - 中・近世
P106 (B-2)G 0.23 0.20 0.29 - 中・近世
P107 (A-3)G 0.34 0.27 0.41 - 中・近世
P108 (A-2)G 0.26 0.22 0.13 - 近世
P109 (A-2)G 0.31 0.21 0.40 - 中・近世
P110 (A-2)G 0.33 0.24 0.13 - 中・近世
P111 (A-2)G 0.24 0.20 0.13 - 近世
P112 (A-2)G 0.32 0.26 0.30 - 近世
P114 (B-2)G 0.49 0.37 0.36 - 中・近世
P115 (B-2)G 0.32 0.22 0.43 - 中・近世
P116 (B-2)G 0.35 0.26 0.40 - 中・近世
P117 (B-1・2)G 0.28 0.21 0.23 - 近世
P118 (A-2・3)G 0.25 0.23 0.27 - 近世
P119 (B-2)G 0.21 0.17 0.27 - 中・近世
P121 (A-2)G (0.24) (0.23) 0.49 - 中・近世
P122 (B-1・2)G 0.17 0.17 0.22 - 中・近世
P123 (A-2)G 0.41 0.37 0.34 - 近世
P124 (B-2)G 0.23 0.20 0.30 - 近世
P125 (B-3)G 0.25 0.24 0.66 - 近世
P126 (B-2)G 0.36 0.31 0.20 - 中・近世
P127 (B-2)G 0.26 0.22 0.14 - 中・近世
P128 (B-2)G 0.20 0.16 0.25 - 中・近世
P129 (A-3)G 0.30 0.26 0.50 - 近世
P130 (B-2)G 0.32 0.25 0.35 - 中・近世
P131 (B-2)G 0.29 0.26 0.23 - 中・近世
P132 (A-2)G 0.23 0.22 0.29 - 近世
P133 (A-3)G 0.38 0.24 0.70 - 中・近世
P134 (A-3)G 0.25 0.25 0.17 - 中・近世
P135 (A-2)G 0.24 0.19 0.66 - 中・近世
P136 (A-2)G (0.16) (0.15) 0.41 - 中・近世
P137 (B-1)G 0.19 0.16 0.18 - 中・近世
P139 (A-3)G 0.31 0.28 0.30 - 中・近世
P140 (A・B-3)G 0.31 0.29 0.14 - 中・近世
P141 (A-3)G 0.32 0.30 0.13 - 中・近世
P148 (A-2)G 0.28 0.26 0.15 - 中・近世
P149 (A-2)G 0.41 0.28 0.10 - 中・近世
P150 (A-2)G 0.40 0.30 0.07 - 中・近世
P151 (A-2)G 0.42 0.29 0.52 - 中・近世
P152 (A-2)G 0.37 0.33 0.41 - 中・近世
P153 (A-1)G 0.30 0.26 0.19 - 近世
P154 (A-1・2)G 0.37 0.21 0.54 - 近世
P155 (A-1)G 0.18 0.16 0.44 - 近世
P156 (A-2)G (0.32) (0.31) 0.41 - 近世
P157 (A-2)G 0.23 0.22 0.31 - 近世
P158 (A-2)G 0.47 0.46 0.55 - 近世
P159 (A-2)G (0.44) (0.29) 0.52 - 近世
P160 (A-2)G 0.37 0.29 0.40 - 近世
P161 (A-2)G 0.28 0.21 0.66 - 中・近世
P162 (A-2)G 0.38 0.30 0.22 - 近世
P163 (A-2)G 0.22 0.21 0.40 - 近世
P164 (A-2)G 0.40 0.32 0.73 - 中・近世
P165 (A-2)G 0.30 0.23 0.45 - 中・近世
P166 (A-2)G 0.26 0.26 0.44 - 中・近世
P167 (A-2)G (0.18) (0.17) 0.20 - 中・近世
P168 (A-2)G 0.42 0.30 0.56 - 中・近世
P169 (A-2)G 0.38 0.32 0.36 - 近世
P170 (A-2)G 0.30 0.27 0.31 - 近世
P171 (A-2)G 0.27 0.26 0.48 - 中・近世
P172 (A-2)G 0.30 0.26 0.55 - 中・近世
P173 (A-1・2)G 0.39 0.24 0.48 - 中・近世
P174 (A-1)G 0.30 0.24 0.26 - 中・近世
P175 (A-2)G 0.35 0.33 0.35 - 中・近世
P176 (A-2)G 0.27 0.22 0.20 - 中・近世

（単位：ｍ）

第 21 表　ピット一覧（３）
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（　）は現存値・推定値

遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 長軸方位

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

P177 (A-2)G 0.37 0.26 0.45 - 中・近世
P178 (A-2)G (0.38) (0.38) 0.46 - 中・近世
P179 (A-2)G (0.25) (0.18) 0.33 - 中・近世
P180 (A-2)G 0.59 0.42 0.76 - 中・近世
P181 (A-2)G (0.23) (0.17) 0.21 - 中・近世
P182 (A-1)G 0.38 0.26 0.19 - 中・近世
P183 (A-2)G 0.33 0.23 0.37 - 近世
P184 (A-2)G 0.53 0.42 0.64 - 中・近世
P185 (A-2)G 0.35 0.31 0.69 - 近世
P186 (A-2)G 0.35 0.29 0.54 - 中・近世
P187 (A-2)G 0.34 0.31 0.33 - 近世
P188 (A-3)G 0.45 0.27 0.62 - 中・近世
P189 (A-2)G 0.21 0.19 0.35 - 近世
P190 (A-2)G 0.23 0.18 0.20 - 中・近世
P191 (A-2)G 0.35 0.29 0.36 - 中・近世
P192 (A-2)G (0.55) (0.54) 0.75 - 1 中世
P193 (A-2)G 0.56 0.54 0.55 - 中・近世
P194 (A-2)G 0.45 0.44 0.54 - 中・近世
P195 (A-3)G 0.43 0.40 0.48 - 近世
P196 (A-3)G 0.32 0.31 0.33 - 中・近世
P197 (A-2)G 0.24 0.22 0.41 - 近世
P198 (A-2)G 0.29 0.28 0.47 - 中・近世
P199 (A-2)G 0.34 0.33 0.41 - 中・近世
P200 (A-2)G (0.37) (0.32) 0.37 - 中・近世
P201 (A-2)G 0.32 0.22 0.43 - 近世
P202 (A-2)G (0.37) (0.32) 0.47 - 近世
P203 (A-2)G 0.21 0.17 0.20 - 近世
P204 (A-2)G 0.30 0.22 0.19 - 中・近世
P205 (A-2)G 0.37 0.37 0.28 - 中・近世
P206 (A-1)G 0.28 0.23 0.27 - 中・近世
P207 (A-1)G 0.32 0.28 0.76 - 中・近世
P208 (A-1)G 0.33 0.29 0.32 - 近世
P209 (A-2)G 0.24 0.22 0.13 - 中・近世
P210 (A-2)G 0.20 0.18 0.22 - 中・近世
P212 (A-1)G 0.22 0.19 0.08 - 中・近世
P213 (A-2)G (0.38) (0.32) 0.54 - 中・近世
P214 (A-2)G 0.25 0.22 0.22 - 中・近世
P215 (A-2)G 0.44 0.29 0.56 - 中・近世
P216 (A-2)G 0.37 0.32 0.62 - 中・近世
P217 (A-2)G (0.55) (0.43) 0.46 - 中・近世
P218 (A-2)G 0.31 0.27 0.12 - 中・近世
P219 (A-2)G 0.38 0.38 0.40 - 中・近世
P220 (A-3)G 0.32 0.24 0.28 - 中・近世
P221 (A-2)G 0.41 0.41 0.67 - 中・近世
P222 (A-2)G 0.62 0.49 0.68 - 中・近世
P223 (A-2)G 0.40 0.30 0.44 - 中・近世
P224 (A-2)G 0.37 0.28 0.27 - 中・近世
P225 (A-2)G 0.25 0.23 0.15 - 中・近世
P226 (A-3)G 0.18 0.14 0.36 - 中・近世

合 計 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
（単位：ｍ）

第 22 表　ピット一覧（４）

（ 6 ） 遺構外出土遺物（第 38 図、第 23 ～ 25 表）

　表土、撹乱及び各遺構の時期に伴わない遺物は破片を含め、中世の磁器が１点、陶器の甕が５点、銭

貨が１点、近世の磁器が２点、陶器が４点、土器が３点、金属製品が２点出土した。そのうち、図示し

たものは陶器１点と銭貨１点で、その他の出土遺物のほとんどが小破片のため図示できなかった。

 遺 物  （第 38 図、第 23・24 表）

［陶 器］（第 38 図、第 23 表）

　１は常滑産の陶器の捏鉢と考えられる。

［銭 貨］（第 38 図・第 24 表）

　２は洪武通宝である。
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挿図番号 銭貨名 外径 方孔一辺 重量 初鋳年 欠損 出土位置 時期

第 38 図２ 洪武通宝 23.0 5.5 2.9 1368 年 表土

（単位：㎜，g）

0 2cm

１

２

遺構名

出土遺物（点数）

遺構年代 備　考
中　世 近　世 中 ･ 近世

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

銭
貨

板
碑

磁
器

陶
器

炻
器

土
器

鉄
製
品

銅
製
品

瓦 炻
器

土
器

石
製
品

鉄
製
品

遺 構 外 1 5 1 2 4 3 1 1

(　) 内は現存値・推定値

挿図番号 種別 器種
法　量

胎土 製作の特徴 釉薬 生産地・
系譜 出土位置 時期

器高 口径 底径

第 38 図１ 陶器 捏鉢か （9.5） （30.0） － 黄褐色 やや粗
/ 砂粒 外面ナデ／内面ナデ － 常滑 56M 14C 後半～ 15C 前半

（単位：㎝）

0 10cm

第 38 図　遺構外出土遺物（１／３・１／１）

第 23 表　遺構外出土遺物一覧

第 24 表　遺構外出土銭貨一覧

第 25 表　遺構外出土遺物種別点数一覧
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第 4 章 自然科学分析

第 1 節　埋没谷埋積層の層序対比

パリノ・サーヴェイ株式会社　矢作健二・石岡智武

はじめに
　志木市城山遺跡第 72 地点は、武蔵野台地北部を北東方向に流下する柳瀬川下流域の右岸側に広がる

武蔵野面相当の段丘上に位置する。この段丘は、貝塚ほか編 (2000) による地形区分では、約８万年前

に形成されたＭ２面に対比されている。調査区周辺の地形を国土地理院発行の２万 5 千分の１土地条件

図でみると、柏町三丁目と柏町一丁目との間には北北西方向に下る小支谷があり、その谷の谷頭より奥

には凹地または浅い谷と区分された地形が記載されている。城山遺跡第 72 地点は、その凹地または浅

い谷の中に位置している。

　発掘調査では、調査区内に作成された土層断面により、凹地または浅い谷の原形をなす谷の谷底と、

それを埋積するローム層および黒ボク土層が確認された。ローム層については、発掘調査所見により、

立川ローム層相当と考えられたことから、その層序を台地上の立川ローム層と対比することで、谷の埋

積開始時期の推定が可能になることが期待された。

　これまでに、当社では、武蔵野台地の多数の地点において立川ローム層の重鉱物組成と火山ガラスの

産状を層位的に分析し、武蔵野台地上であれば、どの地点でもほぼ同様の層位において同様の組成変化

を示すという結果を得ている。このことから、重鉱物組成および火山ガラスの量比の層位的な変化は、

武蔵野台地程度の規模の台地に共通した土壌生成環境変化を反映している可能性が高いと考え、層序対

比の指標としても有効であると考えている。本報告では、城山遺跡第 72 地点の埋没谷の埋積層で認め

られたローム層の重鉱物・火山ガラス比分析を行うことにより、武蔵野台地の立川ローム層の標準層位

との対比を行う。なお、火山ガラス比では、ＵＧとＡＴの 2 枚のテフラ ( 後述 ) の降灰層準の検出をね

らいとしており、本報告では、そのうちＡＴの正確な同定も目的として、その火山ガラスの屈折率測定

も行う。

１. 試料
　試料は、調査区南端部に設定された３号試掘坑の断面より採取された。この断面では、現地表から深

度約３m までの土層の状況が明らかにされ、発掘調査所見により、現地表から下位に向かって１層から

15 層までの分層がなされている。これらのうち、１層から７層までは黒ボク土層であり、８層から 14

層まではローム層に相当する。15 層は褐色を呈する土壌化した細礫を微量含むシルト質砂層であり、そ

の層相から埋没谷基底直上の堆積層に相当すると考えられる。

　８層から 14 層までのローム層相当層については、発掘調査所見により、武蔵野台地の立川ローム層

における標準層位との対比がなされ、ローム層最上部の８層はいわゆるソフトローム層のⅢ層、その下

位の９層はいわゆるハードローム層のⅣ層、10 層は第一暗色帯 ( ＢＢⅠ ) に相当するⅤ層、11 層は暗

色帯の間層のⅥ層、12 層は第二暗色帯 ( ＢＢⅡ ) 上部のⅦ層、13 層および 14 層はＢＢⅡ下部のⅨ a 層
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とⅨ b 層にそれぞれ対比されている。

　試料は、黒ボク土層の３層、４層、６層の各層からそれぞれ試料Ａ、試料Ｂ、試料Ｃが採取され、８

層上面から断面最下部の 15 層までは、厚さ 10cm で連続に、上位より試料番号１～ 16 までの計 16 点

が採取された。各試料の採取層位は、分析結果を呈示した第 39 図に併記の柱状図に示す。なお、採取

された各試料の観察からは、Ⅲ層相当とされた試料は確かに孔隙が多く脆い状態であり、Ⅳ層相当とさ

れた層位以下の試料は硬質である。また、ＢＢⅠ相当の試料とその上位と下位の層位の試料とは、いず

れも褐色を呈し、その色調にほとんど差が認められない。一方、ＢＢⅡ相当とされた試料については、

それより上位の層位の試料に比べて、やや灰色味を帯びた色調が識別された。

　分析には、目的と層位から以下の試料選択を行った。火山ガラス比分析には、ＵＧの検出を目的とし

て試料 C、試料番号１、２、４の４点とＡＴの検出を目的として試料番号７、８、９、10 の４点を選

択し、重鉱物分析には、ＵＧの検出が予想されるⅢ層相当層の８層とＡＴの検出が予想されるⅥ層相当

層の 11 層を除いたローム層各層と 15 層より１点ずつ、試料番号４、７、10、13、16 の５点を選択し

た。したがって、火山ガラス比分析のみの試料は５点、重鉱物分析のみの試料は２点、重鉱物分析と火

山ガラス比分析の両方を行った試料は３点になる。

　屈折率測定の対象とする試料については、火山ガラス比分析により、最も割合の高い試料１点を選択

する。

２. 分析方法
　試料約 40g に水を加え超音波洗浄装置により分散、250 メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径

1/16mm 以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径 1/4mm-1/8mm の砂分をポリタン

グステン酸ナトリウム ( 比重約 2.96 に調整 ) により重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて 250 粒に達す

るまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を

呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な

粒子は「その他」とする。火山ガラス比は、重液分離した軽鉱物分における砂粒を 250 粒数え、その中

の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスの形態分類は、上述したテフラの検出同定と同様である。ま

た、火山ガラス比における「その他」は、主に石英および長石などの鉱物粒と変質等で同定の不可能な

粒子を含む。

火山ガラスの屈折率の測定は、古澤 (1995) の MAIOT を使用した温度変化法を用いた。

３. 結果
　結果を第 26 表、第 39 図に示す。重鉱物組成は、９層試料番号４と 13 層試料番号 13 ではカンラン

石が最も多く、次いで斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物の順に多いという組成である。10 層試料番号７

ではカンラン石と斜方輝石が同量程度に多く、少量の単斜輝石と微量の不透明鉱物を含む組成であり、

12 層試料番号 10 では斜方輝石が最も多く、カンラン石と単斜輝石は同量程度で少量であり、さらに少

量の不透明鉱物を含む組成となっている。15 層の重鉱物組成は、上位のローム層各層の組成とは全く異

なる。すなわち不透明鉱物が最も多く、次いで角閃石の多い組成であり、斜方輝石が少量含まれ、微量

の緑廉石と極めて微量のカンラン石や単斜輝石が含まれている。

　火山ガラス比では、６層の試料Ｃから８層の試料番号２までは、少量ながらも中間型火山ガラスの含
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―54―

第 4章 自然科学分析



1.500 1.505

5

0

10

15

試料番号 10

屈折率

個
数

1.495

20

25

層
名

試
料
番
号

カ
ン
ラ
ン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
レ
ン
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

合
計

6 C 59 117 17 2 0 54 1 250 4 14 11 221 250

Ⅲ　8 1 72 81 14 0 0 80 3 250 1 23 11 215 250

Ⅳ　9
2 150 65 14 0 0 14 7 250 2 16 9 223 250

4 135 75 25 0 0 13 2 250 4 3 12 231 250

Ⅴ　10 7 106 104 34 0 0 4 2 250 16 0 7 227 250

Ⅵ　11 8 11 122 55 3 0 56 3 250 25 0 6 219 250

Ⅶ　12 9 22 142 51 0 0 35 0 250 27 0 5 218 250

Ⅸ a　13
10 53 125 43 2 0 27 0 250 56 0 2 192 250

13 104 83 40 0 0 21 2 250 28 0 1 221 250

15 16 2 14 2 82 7 129 14 250 0 0 0 250 250

有が特徴である。この層位では、微量の軽石型火山ガラスも伴われるが、さらに下位の９層試料番号４

まで同量程度に含まれる。10 層試料番号７から 12 層試料番号 10 までは、少量のバブル型火山ガラス

の含有が特徴であり、下位ほど多く含まれる傾向が示されている。なお、重鉱物分析を行った 13 層試

料番号 13 についても火山ガラスの産状を確認したところ、バブル型火山ガラスが、試料番号 10 よりは

少ないが、試料番号９程度には含まれていることがわかった。

　屈折率の測定は、最も火山ガラスの含有量の高かった 12 層試料番号 10 のバブル型火山ガラスを対象

とした。結果を第 40 図に示す。n1.498-1.500 の比較的狭いレンジを示し、その中でも n1.499-1.500

に集中する。

４. 考察
　火山ガラス比分析では、黒ボク土層最下部の６層からローム層最上部のソフトローム層相当のⅢ層と

される８層にかけての層位に、中間型火山ガラスが多く含まれる傾向が得られた。この中間型火山ガラス

は、その形態と産出層位および武蔵野台地のローム層におけるこれまでの分析例から、立川ローム層上

部ガラス質火山灰 ( ＵＧ : 山崎 ,1978) に由来すると考えられる。同一のテフラに由来する火山ガラスが

層位幅 40cm 以上にわたって拡散する産状は、ＵＧ降灰後に撹乱と再堆積を繰り返したことを示唆して

いる。このように土壌中に特定テフラが混交して産出する場合は、テフラ最濃集部の下限がそのテフラ

の降灰層準にほぼ一致すると言われている ( 早津 ,1988)。試料番号４では中間型火山ガラスが極めて微

量となることから、最濃集部の下限は試料番号２または３になると考えられる。したがって、本地点に

おけるＵＧの降灰層準は、８層中部付近に推定される。ＵＧの噴出年代については、町田・新井 (1992)

などでは 1.2 万年前とされてきたが、町田・新井 (2003) では、その噴出年代は明記されていない。ただ

し、ＵＧの由来と考えられている浅間火山の軽石流期のテフラ ( 浅間板鼻黄色テフラ (As-YP) など ) の年

第 26 表　重鉱物・火山ガラス比分析結果 第 40 図　火山ガラスの屈折率
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代が、放射性炭素年代では 1.3 ～ 1.4 万年前 ( 町田・新井 ,1992)、層位学的な年代も加味した暦年では

1.5 ～ 1.6 万年前とされているから、これらをＵＧの年代と考えて良い。

　10 層から 12 層さらには概査により、13 層までの層位に含まれているバブル型火山ガラスは、ＵＧ

の下位であるという産出層位と形態の特徴および屈折率から、姶良Ｔｎ火山灰 ( ＡＴ : 町田・新井 1976)

に由来する。本地点におけるＡＴの火山ガラスも、上述したＵＧの火山ガラスと同様に広い層位幅にわ

たって含まれており、その最濃集部の下限も今回の分析では不明瞭である。重鉱物分析を行った試料番

号 16 に火山ガラスは全く含まれていないことから、最濃集部下限はおそらく試料番号 13 から試料番

号 15 までの間にあることが推定される。すなわち、本地点におけるＡＴの降灰層準は、13 層下部付近

の可能性があると考えられる。ＡＴの噴出年代は、80 年代後半から 90 年代にかけて行われた放射性炭

素年代測定 ( 例えば松本ほか (1987)、村山ほか (1993)、池田ほか (1995) など ) や 2000 年代に行われ

た放射性炭素年代測定 ( 宮入ほか (2001)、Miyairi et al(2004) など ) から、放射性炭素年代ではおよそ

2.5 万年前頃にまとまる傾向にある。一方、最近の海底コアにおけるＡＴの発見から、その酸素同位体

ステージ上における層準は、酸素同位体ステージ２と３との境界付近またはその直前にあるとされ、そ

の年代観は 2.5 ～ 3.2 万年前におよぶとされている ( 町田・新井 ,2003)。町田・新井 (2003) は、ＡＴの

放射性炭素年代を暦年に換算することがまだ困難であると述べているが、上述の海底コアの年代観も考

慮すれば、暦年ではおそらく 2.6 ～ 2.9 万年前頃になるであろうとしている。

　当社による武蔵野台地の立川ローム層の分析例では、ＵＧの降灰層準は標準層位のⅢ層上部に推定さ

れ、ＡＴの降灰層準は標準層位のⅥ層とⅦ層の層界付近に推定されることが多い。これに従えば、本地

点の８層は標準層位のⅢ層にほぼ対比され、本地点の 13 層は、標準層位のⅥ層に対比されると考えら

れる。発掘調査所見による標準層位との対比では、８層はⅢ層に対比されており、今回の分析結果もこ

れを支持する結果となったが、13 層はⅨ a 層に対比されており、今回の分析結果による標準層位とは食

い違うこととなる。ここで、さらに重鉱物組成による対比を検討してみたい。

　これまでの分析例から得られている重鉱物組成による立川ローム層の対比指標は、Ⅲ層中部～Ⅲ層下

部のカンラン石の極大層準、Ⅴ層直上および直下の輝石の極大層準、Ⅶ層下部のカンラン石の極大層準、

Ⅸ層上部～中部のカンラン石の極小層準、Ⅹ層における斜方輝石と単斜輝石の量比の近似およびⅩ層上

部～中部のカンラン石の極大層準があげられる。これらのうち、Ⅴ層上限の輝石の極大層準は、小林ほ

か (1971) における羽鳥の分析例以来多くの分析例で指摘されている。本地点では、まず 12 層の試料番

号 10 の重鉱物組成が注目される。この重鉱物組成は、標準層位のⅤ層直上および直下の輝石の極大層

準が、12 層付近にあることを示していると考えられるのである。12 層の色調が 10 層や 11 層に比べて

やや暗いことも考慮すれば、12 層は標準層位のⅤ層に対比される可能性が高いと考えられる。したがっ

て、その下位の 13 層は、やはり標準層位のⅥ層に対比される可能性が高く、その場合 14 層は、標準層

位のⅥ層下部あるいはⅦ層上部に対比される。15 層については、重鉱物組成が上位のローム層とは全く

異なることから、谷内の流水による堆積物であると考えられる。一方、12 層より上位の 11 層、10 層、

９層までのローム層については、標準層位のⅣ層にほぼ対比されることになる。９層上部の試料番号４

におけるカンラン石の多い重鉱物組成は、９層上部付近に、標準層位のⅢ層中部～Ⅲ層下部のカンラン

石の極大層準のあることを示唆する。

　以上述べた対比結果から、埋没谷とされた谷内で安定してロームが形成され始め、谷内の埋積が始まっ

た時期は、台地上で立川ローム層の標準層位のⅦ層上部からⅥ層下部が形成され始めた頃、すなわちＡ
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Ｔの降灰直前の頃であったと考えられる。

［引用文献］

山崎晴雄　1978「立川断層とその第四紀後期の運動」『第四紀研究』Vol.16　日本第四紀学会

古澤　明　1995「火山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別」『地質学雑誌』Vol.101　日

本地質学会

松本英二・前田保夫・竹村恵二・西田史朗　1987「姶良Ｔｎ火山灰の 14C 年代」『第四紀研究』Vol.26　日本第四紀学会

村山雅史・松本英二・中村俊夫・岡村　真・安田尚登・平　朝彦　1993「四国沖ピストンコア試料を用いたＡＴ火山灰噴出年代

の再検討　－タンデトロン加速器質量分析計による浮

遊性有孔虫の 14C 年代－」『地質学雑誌』Vol.99　日本

地質学会

池田晃子・奥野　充・中村俊夫・筒井正明・小林哲夫　1995「南九州、姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流中の炭化

樹木の加速器質量分析法による 14 Ｃ年代」『第四紀研究』Vol.34　

日本第四紀学会

貝塚爽平・小池一之・遠藤邦彦・山崎晴雄・鈴木毅彦編　2000『日本の地形４　関東・伊豆小笠原』東京大学出版会

宮入陽介・吉田邦夫・宮崎ゆみ子・小原圭一・兼岡一郎　2001「姶良Ｔｎ火山灰の C-14 年代のクロスチェック ( 演旨 )」『地球惑

星科学関連学会合同大会予稿集 (CD-ROM)2001』Qm-010　日本

地球惑星科学連合

Miyairi,Y.・Yoshida,K.・Miyazaki, Ｙ .・Matsuzaki,H.・Kaneoka,I.　2004「Improved 14C dating of a tephra layer(AT tephra,Japan) using 

AMS on selected organic fractions」『Nuclear Instruments and 

Methods in Physics Research B』

―57―

　第 1節　埋没谷埋積層の層序対比



第 5 章 調査のまとめ

　城山遺跡第 72 地点の調査では、旧石器時代から中世以降までの遺構・遺物が検出された。そこで旧

石器時代、縄文時代、古墳時代後期から平安時代、中世以降について、まとめを行うことにする。

第 1 節　旧石器時代について

　試掘坑を３ヶ所設定したところ、２号試掘坑から計 11 点の自然礫が出土した。垂直分布ではⅤ層下

部からⅦ層上部、平面分布では 1.6m × 1.0m の範囲に散在する。暗赤褐色の礫が確認されたことで、被

熱した礫を含む旧石器時代の礫群と推測し、詳細に観察したところ、色素沈着の成因は酸化鉄によるも

のと判断した。調査地点は谷の斜面地にあたり、含浸した水分中の鉄分が礫に付着したと考えられる。

また、その他にも礫が検出されたが、集中した礫群ではないので、自然に流れ込んだものと推察できる。

この散在する自然礫を旧石器時代の生活の痕跡とするのは難しい。ただ、近接する第 63 地点で黒曜石

の剥片が集中して確認され、第 42 地点では旧石器時代の遺構も検出されている。

第 2 節　縄文時代の遺構・遺物について

（ 1 ） 土坑について
　833 号土坑（833 Ｄ）の１基が検出された。坑底に杭痕と考えられる２本の小ピットがあることから

陥穴と考えられる。出土遺物はないが、覆土及び遺構形態から縄文時代と判断した。

（ 2 ） 埋没谷について
　本調査区の南東部に、縄文時代の包含層である黒褐色土が堆積した谷が確認された。谷の主軸はＮ－

17°－Ｅを指す。傾斜角度は 14°で、谷の標高は上端が約 10.0m、下端が約 8.0m で約 2.0m の比高差が

ある。なお、検出された谷幅は約 8.5m であるため、少なくとも全幅 18m 以上あることが想定される。

黒褐色土を主体とする覆土は９層に分層できる。２層から６層で縄文土器の小破片と台石の欠損品が流

れ込んだ様相で出土した。２層からは縄文後期の堀之内式・加曽利Ｂ式・安行式が、３～５層からは縄

文中期の五領ヶ台式・勝坂式・阿玉台式・加曽利Ｅ式、６～９層から縄文前期の黒浜式・諸磯式・興津

式土器が出土しており、埋没谷の形成時期を窺わせる。

　縄文土器の垂直分布位置、及びローム層の重鉱物・火山ガラス比による分析結果から、当時の地形的

環境を復元すると、台地上で立川ローム層の標準層位のⅦ層上部からⅥ層下部が形成され始めた頃、す

なわちＡＴ噴出年代の 2.6 ～ 2.9 万年前の直前頃に谷の堆積が始まり、ＵＧ噴出年代にあたる 1.5 ～ 1.6

万年前頃には、本調査地点で確認された埋没谷の姿まで堆積したと考えられる（矢作・石岡　第４章よ

り）。縄文前期の遺物が埋没谷下層より出土していることから、その頃も台地周縁部の開析谷として存
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在し、縄文中期頃からⅡ層黒ボク層が堆積し始め、縄文後期でほぼ検出面まで堆積したものと考えられ

る。古墳時代には集落形成に支障ない地形となり、集落の周縁部になっていたと推測される。この地形

を利用して、中世には城山遺跡内に所在する「柏の城」の堀に一部活用されたと考えられる。

第 3 節　古墳時代後期から平安時代の遺構・遺物について

（ 1 ） 住居跡について
　古墳時代後期の住居跡が４軒検出された。いずれの住居跡も上部が後世に削平され、しかも大半が調

査区外に延びるため遺存状態が悪く、詳細な時期や機能を把握することはできなかった。

　調査区北側に位置する 277・278・279 Ｈは重複関係にあり、そのうち最も古い 279 Ｈは遺存状態が

比較的良好で、北壁にカマド、北東コーナーに貯蔵穴が構築されていた。カマドは 821 Ｄに一部切ら

れるが、奥壁への掘り込みは検出された面においては認められない。時期を比定する資料は貯蔵穴から

出土した土師器の坏２個体である。２（第 19 図）の特徴として、推定口径 12.0㎝で、口縁部は短くツ

ンと外反し、内面と外面の口縁部に赤彩を施す。外面はヘラケズリの後、丁寧なヘラナデを施した６世

紀初頭に比定される、いわゆる「比企型坏」である（尾形　1999）。１（第 19 図）は体部に稜線を有

し、口縁部は外上方にやや開き、内面と外面口縁部に赤彩をし、２の「比企型坏」と共伴する、いわゆ

る「赤色有段坏」である（尾形　1999・2000）。

　277 Ｈは大半が調査区の外側にあり、詳細は不明な点が多い。出土遺物には土師器の壷・甕・高坏・

鉢、鉄鎌の破片があるものの、いずれも細片資料であり、時期比定することは困難である。

　278 Ｈは 277 Ｈに切られ、279 Ｈを切る。上部が後世に削平され、北側半分は調査区外に延びる。付

帯施設は確認できなかった。

　280 Ｈは上部が近世以降に削平され、西側半分が調査区外にあるため遺存状態が悪い。平面形は 6.3m

× 6.0m 前後の方形もしくは長方形と推測され、中央に地床炉が構築されており、南東コーナーに貯蔵

穴があるが、明確な主柱穴は確認できなかった。本住居跡の時期を比定した資料は、貯蔵穴から出土し

た土師器の坏（第 22 図）である。その特徴として、内外面に赤彩が施され、外面はヘラケズリ調整、内

面はヘラケズリの後粗いヘラミガキ調整を施す。推定口径は 12.2㎝で、器高は 5.8㎝と比較的高い形態

から、５世紀中葉に比定される「坏形土器」である（尾形　2000）。

　本調査地点の周辺における住居跡の検出状況を見てみると、城山遺跡第 25 地点、中野遺跡第 50 地点

で５世紀中葉から後葉の住居跡が検出されている。また、柳瀬川に北面する台地上の新邸遺跡や中道遺

跡でも同時期の住居跡が確認されていることから、集落が広範囲に分布していたことが推察できる。６

世紀代の集落が爆発的な広がりを見せる時期については、北西約 200m に位置する城山遺跡の集落中心

部の規模や数は及ばないものの、南東縁辺部の緩斜面に位置する本調査地点でも、少なからず集落が展

開していたものと考えられる。
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第 4節 中世以降の遺構・遺物について

（ 1 ） 土坑について
 中世以降と判断した土坑は 14基である。第 42地点の土坑分類に当てはめると、Ｂ群２類が８基、Ｃ

群が５基、Ｄ群が１基である。

 平面形が幅狭の長方形であるＢ群２類は、近世から昭和の農業に伴う種イモ貯蔵用「たねびつ」と推

測されている（尾形・深井・青木 2005）。本調査地点の８基も同様の形態・規模から「たねびつ」で

あると考えられる。また、821・823・827・831 Ｄは東西方向に主軸を同じくし、時期的な関連性が窺

われる。

 平面形が円・楕円形であるＣ群では、822 Ｄから 15世紀末葉から 16世紀初頭に比定される瀬戸美濃

窯産の大窯第１段階の陶器の皿（第 28図）が出土し、「柏の城」関連の土坑である可能性もある（愛知

県史編纂委員会 2007）。

 平面形が不整形のＤ群は 828 Ｄの１基であるが、調査区の南西壁際に一部が検出されたに過ぎないの

で、性格は不明である。

（ 2 ） 井戸跡について
 井戸跡は１基で、出土遺物がなく廃絶時期は不明であるが、55Ｍと重複することから、水利用で井戸

と溝が同時に併用されていた可能性がある。

（ 3 ） 溝跡について
 ４条の溝跡が検出され、そのうち 56Ｍと 57Ｍの２条から硬化面が確認された。

 54Ｍと 55Ｍは埋没谷の傾斜に直交しており、斜面に対して何らかの関連性があると考えられるが、

出土遺物がなく、溝の性格を決定づける要素は乏しい。ただ、井戸と近接した位置で検出されているこ

とから、周辺地区の水利と関連する可能性がある。

 56Ｍは東側で１面、西側で２面の硬化面が検出された。第 61・63地点でも硬化面を有する溝跡が確

認され、遺構の性格は道路と考えられている。本調査地点の 56Ｍとは同一遺構ではないが、同様の形

態を有することから、56Ｍも道路として使用された可能性が高い。また、南東側の埋没谷の傾斜面にお

いては、溝底の硬化面に一定間隔の凹凸が見られ、本遺構との関連性が窺われる。推測されることとし

て、斜面地における道路登坂の踏み跡の可能性がある。使用された時期については、覆土中から中・近

世の土器、本遺構に切られるＰ 87から龍泉窯の青磁皿が確認されたことから、構築時期の上限は 14世

紀中葉で、廃絶時期は 18世紀代と推察できる。

 57Ｍは硬化面が僅かに検出され、道路状遺構と考えられるが、出土遺物がなく不明な点が多い。

（ 4 ） 中世以降の遺物について
 磁器、陶器、土器、銭貨、金属製品、板碑が出土したが、いずれも小破片であり、出土量も僅かであ

る。

 中世の遺物は、表土から銭貨「洪武通宝」（第 38 図）、Ｐ 87 から龍泉窯の青磁折縁皿（第 36 図）、
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８．280 号住居跡貯蔵穴遺物出土状態（南から）

６．280 号住居跡（東から）
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２．829 号土坑（西から）

６．56号溝跡硬化面１検出状態（南東から）
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５．54・55号溝跡（西から）
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２．埋没谷南壁断面（北から）

１．埋没谷（北から）
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２．調査区西側全景（北から）

１．調査区東側全景（南西から）
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１．埋没谷出土遺物
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２．277 号住居跡出土遺物

１．遺構外出土遺物
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１．279 号住居跡出土遺物

２．280 号住居跡出土遺物

３．遺構外出土遺物
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４．遺構外出土遺物

２．822 号土坑出土遺物

３．87号ピット出土遺物

１．820 号土坑出土遺物



1.重鉱物(3号試掘坑Ⅲ層;2)

3.重鉱物(3号試掘坑Ⅸa層;13)

5.UGの火山ガラス(3号試掘坑Ⅲ層;1)

2.重鉱物(3号試掘坑Ⅵ層;8)

4.重鉱物(3号試掘坑Ⅸb層下位;16)

6.ATの火山ガラス(3号試掘坑Ⅶ層;10)

0.5mm
Ol:カンラン石．Opx:斜方輝石．Cpx:単斜輝石．Ho:角閃石．Ep:緑レン石．Op:不透明鉱物．

Vg:火山ガラス．Qz:石英．Pl:斜長石．
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１．重鉱物・火山ガラス
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調査原因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号

城
し ろ や ま

山 遺
い せ き

跡

（第 72 地点）

志
し き し

木 市 柏
かしわちょう

町

３丁目 2 6 5 5

－ 1

11228 09-003

35°

49′

53″

139°

34′

17″

20110606

～

20110715

354㎡
共同住宅

建 設

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城
し ろ や ま

山 遺
い せ き

跡

（第 72 地点）
集落

縄 文 時 代

古墳時代後期
～

平 安 時 代

中 世 以 降

土坑� １基

住居跡� ４軒

ピット� 12 本

土坑� 14 基

井戸跡� １基

溝跡� ４条

ピット� 226 本

土器・石器

須恵器・土師器・灰釉陶器・

金属製品

陶器・炻器・磁器・土器・石

製品・金属製品・板碑

埋没谷を検出

住居跡は古墳時代

後期が４軒

溝跡２条が道路状

遺構

要　　 約

　本調査地点は周知の遺跡である城山遺跡の範囲に属し、埼玉県志木市柏町３丁目に位置す

る。

　本遺跡は、柳瀬川を北西に望む武蔵野台地北端の野火止台に立地しており、本調査は共同

住宅建設に伴う事前調査である。

　調査の結果、遺構は縄文時代の土坑、古墳時代後期から平安時代の住居跡・ピット、中世以降

の土坑・井戸跡・溝跡・ピットが検出された。遺物は旧石器時代の礫、縄文時代の土器・石器、

弥生時代後期から古墳時代前期の土器、古墳時代後期から平安時代の須恵器・土師器・灰釉陶

器・金属製品、中世以降の陶器・炻器・磁器・土器・石製品・金属製品・板碑などが出土した。�

　今回の調査成果は、各時代の遺構・遺物とも、そのほとんどがこれまで城山遺跡の調査成

果を追認できる資料である。また、縄文時代に開析していた谷の一部が検出され、埋没して

いく時期的な経過も、縄文土器の出土傾向により概ね明らかになった。

報 告 書 抄 録
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